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わき上がる風てロマンの町づくり

HIJIKAWA 

写四

輝け

20歳の青春

(No. 17元i――三）

回肱JII

第50回成人式を 1月15日肱川町公民館で行いました。

当日は、 50人の対象者のうち30人が出席、大人の仲間入りをし

決意を新たにしました。

(16頁に関連記事掲載）
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箇）。俊。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鱈躙 (2)

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業
に
伴
う
県
道
「
小
田
河
辺
大
洲
線
」
付
替
ル
ー

ト
は
、
平
成
八
年
十
二
月
に
建
設
省
•
愛
媛
県
が
、
ほ
ぼ
、
町
案
に
沿
っ

た
形
で
決
定
し
て
い
た
が
、
一
月
十
二
日
、
十
四
日
の
両
日
、
肱
川
町
公

民
館
及
び
岩
谷
公
民
館
で
、
ル
ー
ト
の
説
明
会
を
建
設
省
が
主
催
、
愛
媛

県
、
肱
川
町
が
立
会
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
公
民
館
で
、
鹿
野
川
地
区

を
対
象
に
、
一
月
十
二
日
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
五
十
二
人
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所

藤
本
所
長
か
ら
、
経
過
説
明
と
平
成

十
年
度
予
算
は
減
額
に
な
っ
た
が
、

事
業
に
入
る
た
め
の
準
備
を
進
め
た

い
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
次
に
、

大
野
町
長
か
ら
、
ダ
ム
問
題
で
町
民

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
に
対
す

る
お
わ
び
と
、
ル
ー
ト
決
定
の
い
き

さ
つ
、
予
算
減
額
に
対
す
る
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
を
説
明
、
引
き
続
き

ダ
ム
建
設
推
進
に
つ
い
て
努
力
す
る

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
道
「
小
田
河
辺
大
洲

線
」
付
替
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
工
事

事
務
所
筒
井
工
務
課
長
か
ら
、
ル
ー

ト
は
技
術
的
、
経
済
的
及
び
地
域
振

奥
の
観
点
か
ら
決
定
し
た
と
の
い
き

さ
つ
等
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
図

面
を
使
っ
て
詳
し
く
説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

肱川町公民館での説明会
ー大野町長あいさつ一

①
各
集
落
と
の
連
絡
性
を
考
慮

②
ダ
ム
観
光
を
考
慮
（
ダ
ム
に
近
づ

け
る
。
）

③
将
来
の
開
発
を
考
慮

④
各
集
落
の
形
態
を
崩
さ
な
い

⑤
地
す
べ
り
地
域
へ
の
影
響
を
避
け

る
⑥
急
斜
面
を
避
け
る
。

⑦
自
然
公
園
を
壊
さ
な
い

ル
ー
ト
は
、
起
点
を
河
辺
村
と
の

境
界
付
近
と
し
、
各
集
落
を
縫
っ
て
、

高
低
差
約
百
三
十
メ
ー
ト
ル
を
克
服

す
る
た
め
、
サ
イ
レ
ソ
山
を
う
回
し

て
鹿
野
川
大
橋
を
終
点
と
す
る
全
長

約
八
千
三
百
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
説
明
に
使
っ
た
図
面
は
、

航
測
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
実

測
し
、
詳
細
設
計
及
び
地
質
調
査
に

ル
ー
ト
決
定
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
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よ
っ
て
部
分
的
な
変
更
が
で
る
と
思

う
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
了
解
願
い
た

い
と
の
要
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
地
元
か
ら
不
安
の
声
が
出

て
い
る
巨
石
・
転
石
等
に
つ
い
て
は

充
分
調
査
、
対
策
を
行
う
と
共
に
、

工
事
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
「
安
全

協
議
会
」
を
設
置
し
、
安
全
に
は
充

分
配
慮
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
地
元
か
ら
の
意
見
に
対
し
て
は
、

持
ち
帰
り
検
討
、
質
問
に
対
し
て
は
、

そ
の
場
で
適
切
な
回
答
が
な
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
中
で
、
事
業
停
滞
に
つ
い
て

は
、
国
の
予
算
に
対
す
る
考
え
方
が

変
わ
り
、
全
体
枠
の
減
少
と
共
に
、

工
事
中
（
堤
体
打
設
等
）
の
ダ
ム
に
重

点
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
山
鳥

坂
ダ
ム
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
大
幅
に

減
額
と
な
っ
た
こ
と
と
、
大
洲

市
等
下
流
域
の
分
水
合
意
が
出

来
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

が
、
下
流
域
の
不
安
払
拭
に
努

力
す
る
と
共
に
、
国
、
県
、
中

予
、
肱
川
町
の
四
者
協
議
で
ダ

ム
事
業
促
進
に
努
力
し
て
い
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

岩
谷
公
民
館
で
は
、
岩
谷
地

区
を
対
象
に
、
一
月
十
四
日
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
、
二
十
五

人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

こ。t
 ま
ず
工
事
事
務
所
藤
本
所
長

及
び
大
野
町
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
筒
井
工
務
課
長
か
ら
説
明

が
あ
り
、
質
疑
応
答
に
入
り
ま

岩谷公民館での説明会
一筒井工務課長説明一

し
た
。意
見
、
質
問
は
、
五
人
の
方
か
ら

あ
り
、
事
業
の
促
進
、
県
の
姿
勢
等

に
対
す
る
意
見
の
他
、
林
道
、
町
道

等
の
問
題
、
工
事
中
の
代
替
路
線
等

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は

基
本
路
線
の
説
明
と
い
う
こ
と
で
詳

細
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
に
入
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

又
、
事
業
遅
延
に
伴
い
「
現
道
改

良
」
に
つ
い
て
も
強
い
要
望
が
出
さ

れ
、
県
土
木
事
務
所
秦
建
設
第
二
課

長
か
ら
「
防
災
面
か
ら
改
善
を
考
え

て
い
る
。
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

こ
。

キー

今
後
す
ぐ
に
測
量
に
入
る
と
い
う

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
質
調

査
等
諸
調
査
は
実
施
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
の
方
々
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



(3)摘）。毯。領） 1 思いやりの心を育て

長 寿 番

人にやさしいまちをつくります

付 表 平成10年2月12日現在

東 寿 西

部落名 氏 名 生年月日 年齢 番付 部落名 氏 名 生年月日 年齢

上嵯峨谷 高橋 安一 朋治27年11月14日103 横綱 上鹿野川 大越モトヱ 朋治28年7月30日102 

中居谷 櫻田ミサヲ 朋治32年1月13日 99 大関 上鹿野川 米田フクヱ 朋治32年7月15日 98 

北/'‘ 栄 上野サカヱ 朋治32年12月17日 98 関脇 郷 栗田クニヱ 朋治33年1月30B 98 

中 野 山田 コイ 朋治34年10月9El 96 小結 郷 松田 ヌイ 朋治34年12月5日 96 

市之畦 堀内カヲル 朋治35年12月17B 95 前頭筆頭 大 和 出水サカエ 朋治36年10月21廿 94 

上嵯峨谷 和氣 久衛 朋治37年2月23日 93 1 瓜生谷 山下ソメヨ 朋治37年7月16日 93 

中 野 松尾、ンズカ 朋治37年7月23B 93 2 協 生 坪田 嘉儀 朋治37年9月1日 93 

下敷水 帽子 コト 朋治37年11月22B 93 3 市之畦 保積チョノ 朋治38年1月15日 93 

中 野 谷 ヒサヨ 朋治38年1月20日 93 4 郷 兵頭 ノヽ ノレ 朋治38年3月28B 92 

中居谷 中野キクヨ 朋治38年7月4日 92 5 尽＇ 造 武田 カ子 朋治38年7月14日 92 

白 石 寺岡幾次郎 朋治38年10月11B 92 6 小 倉 大森フユノ 朋治38年12月27日 92 

瓜生谷 山下トラヨ 朋治39年2月20B 91 7 下鹿野川 二 宮 菩美 朋治39年5月19B 91 

小 藪 宇都宮常行 朋治39年6月6日 91 8 協 生 宮本 花枝 朋治40年4月7日 90 

上鹿野川 和氣 花子 朋治40年5月23日 90 ， 道野尾 東 カホル 朋治40年5月24日 90 
中 野 曽根フサコ 朋治40年5月29日 90 10 柳 堀 ツ子ヨ 朋治40年7月5B 90 

旦彩／ 地 岩田 松三 朋治40年9月15日 90 11 協 生 安川 正則 朋治40年9月19日 90 

中 津 二宮 秀若 朋治40年11月12日 90 12 月野尾 上甲 計江 朋治40年11月23日 90 

藤野原 池田 r 呂コ 朋治40年11月298 90 13 品＋ 城 山田ヨシ子 朋治40年12月9日 90 

辻/‘ 栄 中野 貞子 朋治40年12月21日 90 14 下鹿野川 池田 愛子 朋治41年3月13B 89 

中 野 藤高ハナミ 朋治41年4月16日 89 15 土,／七‘ 栄 坂 タケオ 朋治41年9月3日 89 

市之畦 三瀬 シマ 朋治41年10月15日 89 十両 柳 菅原 勤 朋治41年10月24日 89 

小 藪 三井ミツル 朋治41年11月11日 89 2 下嵯峨谷 城戸 ミナコ 明治41年12月25B 89 

下鹿野川 川上 幸子 朋治42年7月28日 88 3 広 常 新 重子 朋治42年7月30B 88 

大 和 神井恵美子 朋治42年8月26日 88 4 下鹿野川 金野フジェ 朋治42年9月5日 88 

月野尾 山内 壽幸 朋治42年9月19B 88 5 山 槌 久保田需行 明治42年10月10日 88 

小 藪 沖野 藤徳 朋治43年1月17日 88 6 上鹿野川 丸山 音澄 朋治43年2月27B 87 

中居谷 三生 梅男 朋治43年3月16日 87 7 八重栗 冨永アサ子 朋治43年3月21B 87 

協 生 山本オチウ 朋治43年5月2B 87 8 旦彩／ 地 岩田ハナミ 朋治43年5月12日 87 

小 藪 基本登起雄 明治43年5月20日 87 ， 小 藪 沖野ヨシオ 朋治43年5月31B 87 

町 大野 、ンズカ 明治43年7月10日 87 10 中居谷 大野 兼吉 朋治43年10月2B 87 

議会議長 T石i 勲 民生総務径［オこ 明徳 町 長汰こ里予 和

行司老連会長中居喜代光検査役収 入役中野 博司 勧進元

助 役森ミ 繁 町民福祉課長 杉:月各 国和 社協会長ネ届田 保

（町民憲章）

東
横
綱
絲
橋
安
さ
ん

男
性
長
寿
愛
媛
県

饂癖尋

「
長
寿
番
付
発
表
」

新
春
恒
例
の
肱
川
町
長
寿
番
付
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
の
横
網
は
、
昨
年
と
同
じ
く
上

嵯
峨
谷
の
高
橋
安
一
さ
ん
で
百

―――
歳

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、

愛
媛
県
下
で
も
、
男
性
長
寿
一
番
で

す。
西
の
横
網
も
変
わ
り
な
く
上
鹿
野

川
の
大
越
モ
ト
ヱ
さ
ん
百
二
歳
で
す
。

番
付
表
の
み
な
さ
ん
は
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
•
平
成
と
四
代
に
わ

た
り
生
き
ぬ
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
難

も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
が
お
元

気
で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

No.〈伍釦”が広燭-

お父さん
裕之さん

お母さん

千春さん

山
本
正
基
ち
ゃ
ん
（
嘉
城
）

平
成

8
年

1
月
23
日
生

2
歳
ー
カ
月

は
じ
め
ま
し
て
、
雅
貴
で
す
。

ち
ょ
っ
び
り
泣
き
虫
で
あ
ま
え

ん
坊
。
お
天
気
の
い
い
日
は
、

お
姉
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お

さ
ん
ぽ
し
て
い
ま
す
。
見
か
け

た
ら
手
を
振
っ
て
下
さ
い
。
あ

と
こ
げ
な
い
け
ど
三
輪
車
に
乗
っ

て
遊
ん
で
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
、
ま
さ
き
で
す
。

毎
旦
尤
気
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

ダ
ソ
プ
カ
ー
と
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ

ル
が
大
好
き
で
す
。
や
ん
ち
ゃ

だ
け
ど
泣
き
虫
で
お
母
さ
ん
を

困
ら
せ
て
い
ま
す
。
早
く
お
友

達
が
た
く
さ
ん
で
き
る
と
い
い

な
あ
。

お父さん
雅英さん

お母さん

久子さん

山
下
雅
貴
ち
ゃ
ん
（
瓜
生
谷
）

平
成

8
年

1
月
22
日
生

2
歳
1
カ
月



1R。毯。後） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂凋忌 (4)

個人年

金に加入して

いますので、

国民年金には

加入していま

せん。それで

もよいでしょ

うか。？

こ

〉^ 国民年金は、国民の老後生活の経済的基盤を保障するものです。

したがって、物価の上昇によって年金の実質価値が目減りしない

よう毎年物価スライドを行い、更に 5年ごとに賃金の上昇や生活水

準の向上を反映させるよう年金の改定を行っています。

これに対して個人年金は、貯蓄的な性格を有するもので、払い込

まれた保険料に運用利息を加えたものが給付として支給されます。

ですから、予想できない物価や賃金の上昇、平均寿命の延びがあっ

た場合には、対応が難しく、老後の所得保障のすべてを個人年金に

頼ろうとすることは困難です。

30年前の国民年金発足時には、 40年保険料を納付して月額3,500

円の年金が、今日では月額65,458円となっています。まず国民年金

に加入して保険料を納めたうえで、余裕があれば個人年金にも加入

して、老後をより豊かにすることを考えてください。

ワンポイント情報 ここが違う国民年金と個人年金

国民年金と個人年金は、同じ年金でも性格や役割が異なります。

国 民 年 金 個 人 年 金

し ＜ み
世代間の助け合いにより公平に年金を支給する国の社 個人が任意に契約し、老後に受け取る一種の貯蓄です。

会保障制度の1つです。

運 営 国 生命保険会社など

保険料 1ヵ月 12,800円 個人が契約した額

年金の 年金額の3分の1を国が負担、 3分の2を保険料とし 加入者の掛金とその運用利恩でまかなっています。

財 源 てその運用利息でまかなっています。

年金額 物価変動に応じて年金額がスライドするため、何十年 契約した持の年金額、物価スライド制を取り入れてい

の 先でも年金の価値が保障されます。（完全自動物価ス ないため、物価が上昇しても契約した内容の年金額で

弓I上 げ
ライド制） す。

納めた保険料は「社会保険料控除」として全額所得から 最高5万円までの控除です。

税控除 控除されます。

また、受ける年金には「公的年金控除」があります。 税の控除がなく、全額課税対象になります。

事務費 全額国が負担します。 加入者の掛金でまかなわれます。

〈老人医療〉

交通事故にあったとき

●本来は加害者が負担すぺきもの

交通事故など、第三者の行為によってけがをした

場合の治療費は、本来ならすべて加害者が負担する

ものですが、話し合いがうまくすすまなかったり、

加害者に賠償能力のない場合などには老人保健で医

療を受けることができます。この場合、老人保健が

あなたの医療費を一時的に立て替え、あとで加害者

に費用を請求します。

〈もしも••のケース〉交通事故にあったら…

を
も
ら
う

警
察
に
届
け
、
「
事
故
証
明
書
」

病
院
で
治
療
を
受
け
る

-
証

書

証

者

書

断

険

給

明

診

鱈

繹

麟

寧

砂

健

医

事

医

印

届
け
出
を
す
る

市
区
町
村
の
担
当
窓
口
に

●示談ぱ慎重に
先に加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ま

せてしまうと、老人保健で治療を受けられなくなるこ

とがあるので注意しましょう。



(5)穏）。啓。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつく ります （町民憲章）

第13回風の映画祭のご案内

邸瞬

風

博

通

信

＊上映プログラム（上映時間2時間15分）

10: 00-----..,12: 15 

13: 00-----..,15: 15 

16: 00----..,18: 15 

19: 00-----..,21 : 15 

第 1上映会

第 2上映会

第 3上映会

第 4上映会

＊入場料金

前売券 当日券

般 1.400円 1.800円
高 ・大学生 800円 1.500円
中•小生、シニア 800円 1.000円
幼児(3オ以上） 800円 900円

◆「風の映画会員」は無料（常時受付中）

※ ただし会員の方は、電話予約が必要です。（当日会員証も

持参してください）

※ 電話予約のない会員は当日人場できない場合があります。

◆会員の幼児(6オまで）は無料（保護者同伴に限る）

◆シニアとは65オ以上の方
＊前売券の取扱所

バラエティショップ岩田，ひじかわ特産開発センター，役場，

風の博物館

＊問い合わせ先

風の映画会実行委員会事務局／風の博物館（834-2181)

●買物のレシートにも印紙税がかかります

買物をしたときに受け取るレシートや、請求書やお買上票に
「代済」「相済」「了」などと書いたものも課税対象になります。た
だし記載金額が 3万円未満の場合は非課税です。

●一つの契約で複数の契約書を作成するときには

一つの契約について何通もの契約書を作成するときは、そのす
べてに収入印紙をはらなければなりません。
また、「写」「副本」「謄本」などと表示した契約書でも、相手方
の署名や押印があるもの、契約当事者が正本と相違ないことを証
明したものは、正本と同じように収入印紙をはらなければなりま
せん。

●収入印紙をはり間違えたら

印紙税として定められた金額以上の収入印紙をはってしまった
り、印紙税のかからない文書に、印紙税がかかると思い収入印紙
をはってしまったりした場合は、その文書を税務署に提示し、還
付請求の手続きを行いましょう。誤って納めた印紙税額の還付を
受けることができます。

●印紙税を納めなかったときは

課税文書に収入印紙をはらなかったり、収入印紙が定められた
税額に足りなかったりしたときは、原則として、不足している印
紙税額の 3倍に相当する額の過怠税がかかります。なお、過怠税
は、所得税法上の必要経費や法人税法上の損金とはなりませんの
で、ご注意ください。

臨時福祉特別給付金が

支給されます

鵬臨時福祉給付金

支給対象者1人につき 1万円

瓢臨時介護福祉金

支給対象者 1人につき 3万円

璽臨時特別給付金

支給対象者1人につき 1万円

平成10年分所得税等の特別減税に関連し、老齢福祉

年金の受給者等及び高齢の低所得者の生活の安定と福

祉の向上並びに低所得の在宅ねたきり老人等に対する

在宅介護の支援に資するため、臨時福祉特別給付金が

支給されることとなりま した。

支給を受けようとされる方は 2月27日（金）までに肱

川町役場町民福祉課へ申請書を提出 してください。

なお、申請書は 2月の部落長会でお配りいたします。

詳細については、町民福祉課福祉係におたずねくだ

さし ‘0



詭）。毯。頷） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂癖忌 (6)

二
月
四
日
肱
川
中
学
校
体
育
館
で

少
年
式
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
二
年
生

四
十
四
人
の
生
徒
た
ち
が
、

自
覚
・
立
志
・
健
康
を
胸
に

い
だ
ぎ
な
が
ら
式
に
臨
み
、

来
賓
、
先
生
、
保
護
者
、
一

年
生
、
三
年
生
か
ら
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。

祝
辞
の
中
で
、
健
康
は
体

の
健
康
も
大
切
だ
が
、
心
の

健
康
が
そ
れ
以
上
に
大
切
だ

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
年
生
を
代
表
し

て
激
励
の
こ
と
ば
、
引
ぎ
続

い
て
二
年
生
全
員
に
よ
る
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て

の
力
強
い
決
意
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

式
終
了
後
記
念
撮
影
、
生

徒
た
ち
に
よ
る
焼
き
も
の
の

全員で決意発表

絵
付
け
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。 記

念
に
ク
レ
ヨ
ン
で

絵
付
け
を
し
た
コ
ッ
プ

たこ足配線 熱くなる、

←ィ

ー

今
回
は
、
電
気
器
具
の
コ
ー
ド
や
。
フ

ラ
グ
に
よ
る
火
災
の
防
止
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

た
こ
足
配
線
で
、
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
。
フ

の
容
量
を
超
え
て
使
っ
て
い
る
と

コ
ー

ド
が
熱
を
も
っ
た
り
、
重
い
も
の
を
上

に
置
く
こ
と
に
よ
る
断
線
、
た
ば
ね
た

ま
ま
の
コ

ー
ド

の
使
用
な
ど
、
コ
ー
ド

や
プ
ラ
グ
を
誤
っ
て
使
っ
て
い
る
と
火

災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
冷
蔵
庫
の
裏
な
ど
の
コ
ソ
セ

ソ
ト
に
た
ま
っ
た
ほ

こ
り
が
原
因
で
火

災
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
の
中

を
も
う
一
度
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
な
コ
ー
ド
。

み
ん
な
で
防
ご
う

住

宅

火

災

(9) 

川上支署

平成 10年全国山火事予防運動
平成10年 3月1日～ 3月7日まで

＊統一標語＊

火の用心

愛する山への思いやリ

〈重点事項〉

．枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしない。

・たき火の場所を離れるときは完全に消火する。

・強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしない。

・火入れの許可は必ず受ける。

・たばこの吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てない。

・火遊びはしない。



(7)隠）。俊。領） 舘 Od) 鱈瞬

平成9年度歳末たすけあい募金結果

(1)義援金総括表

区 分 募 金 額

戸 別 募 金 511,724 円

そ の 他 19,037 

計 530,761 

平成 9年度歳末たすけあい募金配分表

配分先 人員 金 額

長期療養者 33人 99,000円

ねたぎり病人等 33人 99,000円

ボーダーライソ世帯 ， 71,000円
義援金配分合計 269,000円

一 般配分充当金 261,761円

合 計 530,761円

(2)部落別明細書

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
明
る
い

お
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
、
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
目
標
額
を
大
き
く
上
回
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
募
金
の
総
額
は
別
表

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
募
金

で
「
町
内
の
寝
た
ぎ
り
者
、
長
期
療

養
者
、
低
所
得
者
世
帯
」
に
、
民
生

委
員
さ
ん
を
通
じ
て

「
皆
様
の
ま
ご

こ
ろ
」
を
伝
え
ま
し
た
。
総
額

二
十

六
万
九
千
円
を
配
分
し
、
残
金
に
つ

きましては県共同募金会に送金

いたしました。この残金は平成

九年度に全額交付され、児童福

祉、老人福祉、給食サービスな

ど多分野にわたって使用いたし

ます。たすけあい募金は、全額

配分するのではなく、町全体の

福祉向上のために使用していま

す。：

賛

部 洛‘各9, 戸数 金 額 部 落 戸数 金 額

小畑井 4 2,005円 見の越 6 3,000円

萩野尾 5 3,500 月野尾 15 8,550 
汗 生 23 14,500 下敷水 14 9,000 
道野尾 37 18,500 敷 水 21 10,600 
上森山 13 7,500 上敷水 7 3,050 
八重栗 11 5,500 下嵯餓谷 13 7,550 
山 槌 22 11,000 ” 3 1,500 協 生 27 14,531 上嵯峨谷 11 7,100 
嘉 城 17 11,000 菟野尾 21 10,100 
丑/ ‘ 栄 52 38,500 橡の木瀬 3 1,500 
中居谷 46 23,805 柳 18 10,100 
白 石 17 10,600 郷 17 8,602 
牙旦ク 地 16 8,700 市之畦 11 8,000 

広 常 38 20,000 瓜生谷 16 10,000 
久 保 34 18,550 町 14 8,500 
大 平 28 15,500 藤野原 18 9,000 
大屋敷 16 8,500 小 倉 6 3,000 
森 10 7,000 中 津 19 10,100 
肱 栄 13 6,500 部落合計 511,724 
大 和 31 16,000 
中 野 54 34,000 

小 藪 49 24,500 利子他 37 
下鹿野川 43 23,500 前年不要金 19,000 
上鹿野川 60 36,281 
牙，、 造 5 2,500 （合計） 530,761 

雑

配

LJ 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

末
た
す
け
あ
い
募
金

命
社
協
た

毎
年
十
月

一
日
か
ら
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
協

生
の
安
川
正
則
さ
ん
か
ら
は
、
毎

年
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
も
赤
い
羽
根
共

同
募
金
に
十
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
ぎ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
お
金
は
、

十
年
度
に
還
元
さ
れ
ま
す
の
で
有

意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。 本
年
度
も
多
額
の
募
金

協

生

安

川

正

則

氏

臼行ってみませんか
／／／〕 太宰府天満宮参拝
きで行いるす温ど吉をのの五な行し合連
ますつま方°泉を野参太 一 月りもて同合肱
す°てすも行に行ケ拝宰泊十ま今い研会川
の会もがおか泊い里し府 二 八し回ま修で町
で員楽‘られま‘遺ま天日日たです旅は老
隣同し旅れてる宿跡す満で l o五°行‘人
の志いはるお予は見゜宮福十今回こを年ク
方でも何とら定原学他な岡九年目の実 ー ラ
の行の回思れで鶴なにど県日はと旅施回ブ

吉野ヶ里遺跡。

ゞ応， ＼ 

-C—--原鶴温泉 ＼＼ 

+ A,1,9 こ___ 

気
遣
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
に
応

じ
た
旅
を
行
い
ま
す
の
で
ご
安
心
＜

だ
さ
い
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
ぎ

お
互
い
に
日
頃
の
事
を
忘
れ
て
華
を

咲
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
、
又
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

今
年
で
三
年
目
と
な
っ
た
阪
神
淡

路
大
地
震
。
地
元
に
お
い
て
は

一
月

十
七
日
に
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。
発

生
し
た
当
初
は
、
ど
う
な
る
の
か
と

国
民
皆
が
想
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現

在
は
、
本
当
に
地
震
が
起
き
た
の
か

疑
い
た
く
な
る
く
ら
い
に
復
興
し
た
。

し
か
し
、
被
災
地
の
方
々
に
は
忘

れ
る
事
の
出
来
な
い
大
ぎ
な
心
の
傷

と
な
っ
て
い
る
事
は
事
実
で
あ
る
。

未
だ
に
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

方
々
の
早
期
の
解
消
を
切
に
願
い
た

い
。
防
災
計
画
も
形
だ
け
の
も
の
で

な
く
、
発
表
さ
れ
て
い
な
い
陰
の
実

情
を
ふ
ま
え
て
、
我
が
町
の
計
画
を

作
成
し
た
い
も
の
で
す
。



i⑲。箆。領） 履 OJ 鱈躙 (8) 

肱
川
町
内
に
於
い
て
現
在
国
庫

年
金
だ
け
で
受
給
者
が
一
、
三
〇

六
名
有
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
共
済
年
金
、
年
金
基
金
等

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
々
を
合
わ

す
と
町
民
の
約
半
数
程
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は

重
複
受
給
者
も
合
わ
せ
て
で
す
が
。

J
A
肱
川
で
は
皆
さ
ん
も
ご
承

知
の
通
り
、

J
A
で
年
金
を
受
取

ら
れ
て
い
る
方
を
年
金
友
の
会
員

と
し
て
組
織
を
つ
く
っ
て
お
り
ま

す。
ど
う
か
お
気
軽
に

J
A
窓
口
で

ご
相
談
、
お
申
し
出
戴
き
友
の
会

に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
お
奨
め
致
し

ま
す
。ま
た
、
現
在
、
銀
行
等
に
て
お

受
取
り
さ
れ
て
い
る
方
は
か
ん
た

ん
に
金
融
機
関
の
変
更
も
出
来
ま

す
の
で
一
度
ご
相
談
下
さ
い
。

年
金
は
請
求
し
な
い
と
も
ら
え

ま
せ
ん
。
請
求
も
れ
は
、
あ
り
ま

せ
ん
か
：
・・:0

『
年
金
に
つ
い
て
』

（女性は60歳前でも年金をもらえるの？ ）

間

金

齢

つ

金

れ

入

期

年

老

だ

年

ま

加

格

生

の

歳

は

生

の

資

厚

給

55
れ

に

金

給

齢

支

も

こ

前

年

。

受

老

別

と

。

以

生

す

の

の

特

性

す

。

日

厚

で

金

給

ら

女

で

す

1

、
と

年

支

か

、

め

ま

月

も

こ

礎

別

歳

性

た

れ

4
か
る

基

特

55

男

る

ら

年

し

あ

竺
｛
は
竺
詞
岬
元

て

年

つ

き

昭

た

ー、
満
的

、
る
て

な

っ

始

な

引

つ

に

よ

開

と

に

は

を

場

ぁ

濃

に

。

給

置

的

人

間

の

齢

年

上

6

。
日
す
支
据
階
な
期
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始

月

ま

金

け
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能

格
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以
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年
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年
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則
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、
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開
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、
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合
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で

年

歳
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期

は
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が
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歳

礎

金
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制
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る
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齢
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を
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生
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、
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を
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厚

す
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ら

か

年

ぜ

で

の

金

性

が
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厚

満
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し
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度

年
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厚
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制
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林

だ

よ

り

編集 •発行
J A 肱川
肱川町森林組合

↓ 

昭和15年4月1日
以前

あなたの生年月日は

l 
昭和15年4月
以降21年4月

「

厚生年金の加入期間は

| 20年以上 I三
口人降の厚~/JO

二

60歳から

生 年 月 巳 支給開始年齢

昭和7年4月1日以前 5 5歳

昭和7年4月2日～昭和9年4月1日 5 6歳

昭和9年4月2日～昭和11年4月1日 5 7歳

昭和11年4月2日～昭和13年4月1日 5 8歳

昭和13年4月2日～昭和15年4月1日 5 9歳

司2日 昭和21年4月2日
1日以前 以降

う支給

I 
入期間は I 

↓ 

1 5年未満「
， 

生 年 月 日 支給開始年齢

昭和21年4月1日以則 6 0歳
昭和21年4月2日～昭和23年4月1日 6 1歳
昭和23年4月2日～昭和25年4月1日 6 2歳
昭和25年4月2日～昭和27年4月1日 6 3歳
昭和27年4月2日～昭和29年4月1日 6 4歳
昭和29年4月2日以降 6 5歳

0ご存知ですか
老齢厚生年金の年金額の計算は、年金額＝定額部分＋報酬比例部分＋加給年金で算出します。この定額

部分を計算する場合、 1,625円（定額）に生年月日によってかわる支給率と年金制度の加入月数をかけて計
算します。また、男性40歳、女性35歳からの加入月数が180月(15年）から240月(20年）未満のときには240
月として計算します。特に女性の場合は、 35歳からの加入月数が15年以上あれば、生年月日によって55歳
~59歳から年金をもらえるわけですから、その分年金を多くもらえることになります。



(9)籠）。径。頷） 履 4sO,J) 躙霞

匝 '98年2月1日～
3月31日
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：匹oにあてはまることばを入れてご応募下さい。：． 
• 教育資金づくり9
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; JAのことも共涵「え〇お」i................................... 

.
』
.

.

 F"} 

.
1
 

、,
1

ゞ

．．
 
ず
．

5
.t.5、

<` 

•{‘: G

、そ
、
‘
;”VI‘

‘}
 

．，
 

ー

¥
J
 

·~
"~“ 
、.

l
 

.
5~ 

“
 

C 1997フ／テレと／FCC

・足... A• 
10万円
旅行券
10名様

・・N■■年．． •チャイルドシート
10名様

•キャンピングセット

10名様
•マウンテンバイク

10名様

―=-•ー輪車
30名様

•ミニ四駆セット
30名様

•アンパンマンピデオセット
4本組 30名様

・A冒，｝露I" ー．．． 
〈男の子〉サッカーポール150名様
〈女の子〉起こしマッセ目覚まし詩計

150名様

ーョ．．り・い量■•テイズニーキャラクターホーロー
マグカップ 1,000名様

●詳しい応募方法は本支所窓口へお問い合わせ下さい。 OJA共済
R0の⑮

［応募賣相］愛媛県内に在住で小子生（出産予定を含む）までのお子 なお、お近くのJA窓口でも平成10年3月27日まで受け付けします。
様がおられる方に限ります。 【繍選方法】クイズ正解者の中から下記の順序で厳正な抽選を行い当
【募集妻顕］官製ハガキにクイズの答え、こ希望する賞品をA賞また 選者を決定します。
はB賞から一点、｛主所、電話番号、お子様の氏名•生年月日・性別、 ①ます、クイズ正解者の中から特賞を抽選します。
保護者の氏名•生年月日、お近くのJA名をこ記入のうえ応募くださ ②続いて、 A賞およぴB賞のこ希望賞品別に抽選します。
い。なお、こ出産予定の場合は予定日をこ記入のうえ応募ください。 ③最後に、えがお賞・ にじ賞を抽選します。
［応壽先】 〒790-8691松山中央郵便局私書箱59号愛媛県共済連 ［当選発表】当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます
rえがお100倍キャンベーン」係 【こ注憲］実際の賞品は写真と一部違う場合があります。また、賞品

【応募11l1閻】 平成10年2月1日から平成10年3月31日まで（当日消印有効） の交換や換金は応じられません。

小

藪

退
職
の
ご
あ
い
さ
つ

中

田

勇

男

こ
の
度
、
一
月
末
日
を
以
て
、
肱

川
農
業
協
同
組
合
を
定
年
退
職
致
し

ま
し
た
。
在
職
中
は
公
私
共
に
暖
か

い
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜
り
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

三
十
二
年
の
長
期
に
亘
り
勤
め
さ

せ
て
頂
き
あ
り
が
た
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
内
で
小
さ

い
な
が
ら
も
農
業
を
い
と
な
み
暮
ら

し
て
い
く
つ
も
り
で
お
り
ま
す
の
で

今
後
共
宜
敷
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

徳

本

寛

光

こ
の
度
十
二
月
末
日
を
も
っ
て
肱

川
農
業
協
同
組
合
を
定
年
退
職
致
し

ま
し
た
。
在
職
中
は
公
私
共
に
暖
か

い
ご
指
導
ご
厚
情
を
賜
り
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

四
十
余
年
の
長
期
に
亘
り
勤
め
さ

せ
て
頂
き
あ
り
が
た
＜
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
地
元
で
頑
張
る
つ
も

り
で
お
り
ま
す
の
で
何
か
と
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

協

生

退
職
の
ご
あ
い
さ
つ

お

知

ら

せ

3
月
2
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

3
月
4
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

3

月
6

日
（
金
）
藤
野
原
•
町

3
月
9
日
（
月
）八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

3
月
11
日
（
水
）
久
保

3
月
13
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

3
月
16
日
（
月
）広
常
・
影
地

3
月
18
日
（
水
）
中
津
・
小
倉

3
月
20
日
（
金
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

3
月
24
日
（
火
）
白
石
・
小
藪
・
中
小
藪

3
月
26
日
（
木
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

3
月
28
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳

・
郷

瓜
生
谷

3
月
30
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

L
P
G
配
達
予
定
表

3
月
4
日
（
水
）
岩
谷
方
面
（集
配
時

3
月
5
日
（
木
）
大
谷
方
面
（
集
配
時

3
月
20
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

3
月
27
日
（
金
）
予
子
林
方
面

3
月
醤
油
配
達
予
定
表

3
月
3
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
4
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
5
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
10
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
11
日
（
水
）
中
津
方
面

3
月
12
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
17
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
18
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
19
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
24
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
25
日
（
水
）
中
津
方
面

3
月
26
日
（
木
）宇
和
JI
南
方
面

3
月
30
日
（
月
）
月
の
尾

・
小
藪
方
面

（
決
算
棚
卸
し
の
為
）
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優良材生産は直材づくりから．I

県森連市況
平成10年 1月17日

大洲木市より （単位面当り 円）

長さ 末口径
スギ ヒノキ マッ

その他
直曲がり 直 曲がり 直

7 cm上上下本 本本200本 本 200
8 cm 本 412 290本 538本 382
4 m 13 CJD 18,000 11,890 33,600 23, 960 18cm上21,000

1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

椎茸生産はクヌギ林造成から．I

市売日 …平成10年 1月20日
市売数呈• ••940ケー ス 12,400kg 
平均単価 3,356円
銘柄別単価

大こ銘う柄厚こ 3.価200~ 5.格200 相保場 特特銘用用柄大中123,.価800000 ~ ~ 33,.格850000 相保保場

△▽△▽△▽△ ▽△▽△▽ △ 

：涅抜打空の要成：
枝打ちは、無節の優良材生産に欠かせない施行の

一つですが、適切な枝打ちをすることが非常に大切

です。そこで今回は、その要点について書いてみま

す。

①枝打ちの時期

新緑の頃から梅雨明けの時期までは、樹液の流動

が盛んなため、幹に傷がつぎやすく、また傷つくと

それが大きく拡大しやすいので、この時期には行っ

てはいけません。

冬季の生育休止期は最も傷がつきにくい時期です

が、厳冬季は枝の材質が堅く、低温のために刃が痛

みやすく、寒さで手の動作も鈍くなりがちのため、

この時期はなるべく避けたほうがいいでしょう 。

したがって、枝打ちの適期は早春の新芽が吹き出

す前頃までと、紅葉の始まる頃から雪の降る頃まで

です。

②枝打ちの強さ

枯れ枝はまった＜木の成長に関係無く、有害です

らあるので、はやめにおとして下さい。無節材をつ

くるためには、採材の寸法（末口径）を想定して枝打

ちの程度を決める。一例として、枝下の直径が6.5

セソチメートル以下の時に枝打ちすると、直径15セ

ソチメ ート ルに成長したときには、 10.5セソチメ ー

トル角の無節材が取れる計算になります。ま た、 一

般的な用材生産の場合には、 1玉4メート ルとして、

1玉ないし 2玉分の高さ (4~8メー トル）まで枝打

ちします。 1回の枝打ちでは1.5~2メートルの範

囲内で行って下さい。

③枝の切断位置

や

枝

凸
い
凹

な
に
の

下

差
上
の
の
リ

枝

太し
亨9,＇_" 
,
＇
，
 

1
,
 

,＇ 

,
1
 

1

,

.

I

I

 

ー

枝たL
 

達発の隆枝

liL/ 
ー

•9, 

l

_
1

1
,
 

-

l

-

，1
 

゜
枝たっ

枝
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な
の
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1
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1
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1
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枯
だ
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た
こ
ま
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た
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し
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成

死亨
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1
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枝の切断位置 a :変色を避け、かつ残枝長を小さくするのに適

b :変色は発生しても残枝長を極力小さくするのに適

林業改良指導員赤松寛和
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三
月
の
キ
ュ
ウ
リ
の
管
理
と

ソ
ラ
マ
メ
の
除
け
つ

四
国
地
方
三
カ
月
予
報
に
よ
る
と

三
月
は
周
期
的
に
天
気
が
変
化
す
る

も
の
の
気
温
は
や
や
高
め
で
、
降
水

量
は
平
年
並
み
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、

寒
気
の
ゆ
る
み
は
少
し
早
そ
う
で
す
。

今
月
は
半
促
成
キ
ュ
ウ
リ
の
定
植

後
の
管
理
と
、
ソ
ラ
マ
メ
の
除
け
つ

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
キ
ュ
ウ
リ
の
定
植
後
の
管
理
に

つ
い
て

今
年
の
キ
ュ
ウ
リ
の
定
植
予
定
日

は
三
月
一
日
で
す
。
従
っ
て
、
こ
の

広
報
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
頃

に
は
、
定
植
準
備
は
完
了
し
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
作
型
の
場

合
、
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
が
う
ま
く

い
く
か
ど
う
か
が
最
後
ま
で
影
響
し

ま
す
の
で
、
十
分
な
準
備
を
し
て
お

い
て
下
さ
い
。

①
温
度
管
理

定
植
し
て
か
ら
活
着
す
る
ま
で
は

発
根
と
活
着
を
促
進
す
る
た
め
、
高

温
多
湿
管
理
を
行
い
ま
す
。
日
中
は

ニ
八
ー
三
0
℃
の
高
温
管
理
に
よ
っ

て
発
根
と
活
着
を
促
進
し
、
湿
度
を

高
く
保
っ
て
葉
の
萎
れ
や
高
温
障
害

を
防
ぎ
ま
す
。
そ
の
後
は
日
中
は
二

五
℃
、
最
低
夜
温
は
一
三
℃
を
目
標

に
保
温
し
ま
す
。

ま
た
活
着
後
は
軟
弱
徒
長
を
防
ぐ

た
め
、
気
温
の
高
い
日
中
に
風
下
側

を
す
か
せ
て
、
湿
度
が
七

0
％
程
度

に
な
る
よ
う
換
気
を
し
ま
す
。

②

灌

水

定
植
後
は
活
着
す
る
ま
で
株
元
へ

少
量
の
水
を
手
灌
水
し
ま
す
。

そ
の
後
、
親
づ
る
の
本
葉
が
七
ー

―
二
枚
に
な
る
ま
で
は
、
多
少
葉
が

萎
れ
る
程
度
に
灌
水
を
控
え
て
、
深

層
へ
の
根
張
り
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

た
だ
し
、
親
づ
る
の
果
実
を
収
穫

す
る
頃
か
ら
は
、
徐
々
に
灌
水
を
多

く
し
、
子
づ
る
の
果
実
を
四
本
程
度

収
穫
す
る
ま
で
は
、
絶
対
に
水
を
切

ら
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。

③
整
枝
・
誘
引

草
勢
に
も
よ
り
ま
す
が
、
六

l
八

節
以
下
の
子
づ
る
は
早
め
に
除
去
し

ま
す
。
そ
れ
以
上
の
子
づ
る
は
全
節

一
節
摘
芯
を
基
本
と
し
、
草
勢
が
弱

い
場
合
に
は
摘
芯
時
期
を
遅
ら
せ
ま

す。④
追

肥

追
肥
は
収
穫
の
初
め
頃
よ
り
、
草

勢
や
着
果
状
況
を
見
な
が
ら
行
い
ま

す
。
少
量
多
回
数
を
基
本
と
し
、
チ
ッ

ソ
成
分
量
で
一
烙
程
度
を
三
？
四
日

間
隔
で
、
灌
水
と
併
せ
て
液
肥
を
施

し
ま
す
。

二
、
ソ
ラ
マ
メ
の
除
け
つ

野
菜
が
周
年
栽
培
さ
れ
季
節
感
が

薄
れ
て
き
て
い
る
中
で
、
昔
か
ら
相

変
わ
ら
ず
春
も
た
け
な
わ
と
な
り
な

⑱
黛
）
(
 

い
と
獲
れ
な
い
ソ
ラ
マ
メ

畑
の
ス
ミ
等
で
作
っ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

元
々
ソ
ラ
マ
メ
は
手
を
か
け
る
作

物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
っ
て
お

く
と
枝
数
が
三

0
本
以
上
に
な
り
、

莱
付
ぎ
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
充
実
し
た
枝
を
残
す
よ
う

に
、
少
し
間
引
い
て
や
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

葉
と
葉
の
間
（
節
間
長
）
が
長
く
、

何
と
な
く
軟
弱
そ
う
な
枝
を
株
元
か

ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
り
、
節
間
長
の

短
い
充
実
し
た
枝
だ
け
を
残
す
よ
う

に
し
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産

カ
の
高
い
、
充
実
し
た
枝
の
成
長
を

助
け
、
日
当
た
り
や
風
通
し
が
良
く

な
っ
て
病
害
虫
の
発
生
を
予
防
す
る

だ
け
で
な
く
、
莱
付
ぎ
を
良
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

任

戸

井

康

雄

栗
の
管
理

栗
の
剪
定
作
業
は
進
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
思
い
切
っ
た
縮
伐
．

間
伐
や
樹
形
改
造
（
パ
ラ
ソ
ル
カ
ッ

ト
）
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

一
縮
伐
・
間
伐

密
植
に
し
た
ま
ま
だ
と
、
樹
冠
内

が
賠
く
な
り
、
以
下
の
よ
う
な
多
く

の
弊
害
が
出
て
き
ま
す
。

①
下
枝
の
衰
弱
、
枯
れ
枝
の
増
加

②
結
果
母
枝
の
充
実
不
良

゜

③
結
果
層
の
上
層
偏
在

④
高
樹
高
化

⑤
病
害
虫
の
増
加

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
生
産
量
の

減
少
、
品
質
低
下
の
原
因
に
な
り
ま

す
。今
は
葉
が
落
ち
て
い
て
樹
間
が
広

く
感
じ
ら
れ
る
た
め
、
縮
伐
・
間
伐

の
必
要
性
が
実
感
で
き
に
く
い
と
思

い
ま
す
が
、
思
い
切
っ
て
行
う
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

二

樹

形

改

造

低
樹
高
化
を
図
る
と
ぎ
に
、
い
ち

ど
に
切
り
下
げ
ず
に
パ
ラ
ソ
ル
カ
ッ

ト
を
行
う
と
、
収
量
を
あ
ま
り
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ラ
ソ
ル
カ
ッ
ト
の
手
順
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。
（
図
を
参
考
に
し

〗
冒
｝

を
剪
除
す
る
。

②
下
枝
で
十
分

な
収
量
が
上
が

る
ま
で
、
受
光

を
妨
げ
な
い
主

幹
上
部
の
枝
を

順
次
縮
小
し
な

が
ら
収
穫
す
る
。

③
下
枝
で
収
量

が
上
が
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、

芯
抜
き
を
す
る
。

‘̀ 

印 ]
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飼
養
管
理
と
自
給
飼
料
分
析
事
業
の

有
効
活
用

①

飼

養

管

理

等

夜
間
早
朝
は
、
ま
だ
ま
だ
冷
え
込

む
こ
と
か
ら
、
畜
舎
管
理
を
浴
す
る

た
め
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
畜
舎
内
を
こ
ま
め
に
清
掃
し
、
塵

や
埃
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

②
敷
料
や
糞
尿
を
早
め
に
除
去
し
、

畜
舎
肉
に
ガ
ス
や
湿
っ
た
空
気
が
滞

留
す
る
時
間
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

③
天
候
を
見
定
め
積
極
的
に
開
放
し

換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
、
発
情
の
適
期
把
握
な

ど
の
家
畜
飼
養
管
理
を
含
め
、
各
種

作
業
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

②
自
給
飼
料
分
析
事
業
の
有
効
活

用
三
月
末
か
ら
の
播
種
期
を
目
前
に
、

昨
年
栽
培
・
調
整
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ

等
を
分
析
依
頼
し
、
栽
培
・
調
整
条

件
の
見
直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
昨
年
の
サ
イ
レ
ー
ジ
等
が

な
い
場
合
は
、
来
年
に
向
け
て
今
年

の
分
析
依
頼
の
計
画
を
検
討
す
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
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技
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＊
所
得
税
の
し
く
み

所
得
税
は
、
個
人
の
所
得
に
対
し
て

か
か
る
税
金
で
、
そ
の
人
の

一
年
間
の

す
べ
て
の
所
得
か
ら
所
得
控
除
を
差
し

引
い
た
残
り
の
課
税
所
得
に
税
率
を
適

用
し
て
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

所
得
は
、
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
次
の

、
十
種
類
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得

に
つ
い
て
、
収
入
や
必
要
経
費
の
範
囲

あ
る
い
は
所
得
の
計
算
方
法
な
ど
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
利
子
所
得
②
配
当
所
得
③
不
動
産
所

得
④
事
業
所
得
⑤
給
与
所
得
⑥
退
職
所

得
⑦
山
林
所
得
⑧
譲
渡
所
得
⑨
一
時
所

得
⑳
雑
所
得

所
得
控
除
は
、
扶
養
家
族
が
何
人
い

る
の
か
な
ど
の
個
人
的
な
事
情
を
加
味

し
て
税
負
担
を
調
整
す
る
こ
と
と
し
、

次
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
雑
損
控
除
②
医
療
費
控
除
③
社
会
保

険
料
控
除
④
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金

控
除
⑤
生
命
保
険
料
控
除
⑤
損
害
保
険

料
控
除
⑦
寄
付
金
控
除
⑧
障
害
者
控
除

⑨
老
年
者
控
除
⑳
寡
婦
控
除
・
寡
夫
控

除
⑪
勤
労
学
生
控
除
⑫
配
偶
者
控
除
⑬

配
偶
者
特
別
控
除
⑭
扶
養
控
除
⑮
基
礎

控
除
申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

『
税
情
報
』

平
成
九
年
分
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
、
い
ず
れ
も
平
成
十
年
―
―
―
月
十
六
日

で
す
。
期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な

か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
申
告
を
す
る
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

自
分
や
家
族
の
病
気
や
け
が
な
ど
に

よ
り
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ
る
と
き
は
、

次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
を

医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

□[O
 

＝

費

2

療
麟

額

一

医

（三
I
[

□11

ロ
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
る
金

額
と
は
、
社
会
保

険
な
ど
か
ら
支
給

を
受
け
る
医
療
費
、

出
産
育
児

一
時
金

な
ど
の
ほ
か
、
医

療
費
の
補
て
ん
を

目
的
と
し
て
支
払

を
受
け
る
損
害
賠

償
金
や
生
命
保
険

契
約
な
ど
の
医
療

保
険
金
、
入
院
費
給
付
金
な
ど
の
こ
と

で
す
。医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
医
療
費

知
っ
て
お
き
た
い

-̀？ニー--~ 

虐エ〗----』-.
かっ
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と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
い
い
ま
す
。

①
次
の
も
の
の
う
ち
、
そ
の
病
状
に
応

じ
て

一
般
的
に
支
出
さ
れ
る
水
準
を
著

し
く
超
え
な
い
部
分
の
金
額

①
医
師
、
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
代
、

治
療
代

②
治
療
、
療
養
の
た
め
の
医
薬
品
の
購

入
費
③
病
院
や
診
療
所
、
老
人
保
健
施
設
ま

た
は
助
産
所
に
収
容
さ
れ
る
た
め
の
費

用④
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
指
圧
師
、

は
り
師
、
ぎ
ゅ
う
師
、
柔
道
整
復
師
な

ど
に
よ
る
施
術
費

⑤
保
健
婦
や
看
護
婦
、
准
看
護
婦
、
特

に
依
頼
し
た
人
に
支
払
っ
た
療
養
（
在

宅
療
養
を
含
む
）
上
の
世
話
の
費
用

⑥
助
産
婦
に
よ
る
分
べ
ん
の
介
助
料

②
次
の
よ
う
な
費
用
で
、
診
療
や
治
療

な
ど
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必
要
な
も

の①
通
院
費
用
、
入
院
の
部
屋
代
や
食
事

代
の
費
用
、
医
療
用
器
具
の
購
入
代
や

賃
借
料
の
費
用
で
、
通
常
必
要
な
も
の

②
義
手
、
義
足
、
松
葉
づ
え
、
補
聴
器
、

義
歯
な
ど
の
購
入
の
費
用

③
六
ヵ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
で
お
む

つ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
医
師
が
認

め
た
人
の
お
む
つ
代

次
の
よ
う
な
費
用
は
医
療
費
に
な
り

ま
せ
ん
。

①
医
師
等
に
対
す
る
謝
礼

②
健
康
診
断
や
美
容
整
形
の
費
用

③
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど
の
た
め

の
医
薬
品
や
健
康
食
品
の
購
入
費

④
親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世
話
の
費

用

⑤
治
療
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必
要
と

し
な
い
近
視
、
遠
視
の
た
め
の
メ
ガ
ネ

や
補
聴
器
等
の
購
入
費

⑥
通
院
の
た
め
の
自
家
用
車
の
ガ
ソ
リ

ソ
代
、
分
べ
ん
の
た
め
実
家
へ
帰
る
た

め
の
交
通
費

＊
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き

個
人
か
ら
年
間
六
十
万
円
を
超
え
る

財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
は
、
贈
与
税
が

か
か
り
ま
す
。

そ
の
年
の
一
月

一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の

一
年
間
に
、
個
人
か
ら

も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
を
合
計
し
、
次

に
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
か
ら
基
礎
控

除
の
六
十
万
円
を
差
し
引
き
、
そ
の
残

額
に
税
率
を
か
け
た
額
が
贈
与
税
で
す
。

贈
与
税
の
特
例

【
配
偶
者
控
除
】

婚
姻
期
間

二
十
年
以
上
の
夫
婦
の
間

で
居
住
用
不
動
産
の
贈
与
が
あ
っ
た
と

ぎ
、
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、

基
礎
控
除
六
十
万
円
の
ほ
か
に
最
高
二

千
万
円
ま
で
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
の
特
例
】

父
母
、
祖
父
母
か
ら
、
住
宅
取
得
資

金
の
贈
与
を
受
け
た
時
は
、
一
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
一
千
万
円
ま
で

の
部
分
に
つ
い
て
五
分
五
乗
方
式
（
贈

与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
を
五
分
の

一

し
て
税
額
を
計
算
し
、
そ
の
税
額
を
五

倍
し
て
納
税
額
を
産
出
す
る
方
法
）
に

よ
り
贈
与
税
額
を
計
算
す
る
特
例
を
受

け
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

こ
の
特
例
を
受
け
る
と
、
三
百
万
円

ま
で
の
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
に
つ
い

て
は
賭
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

このわ者年族在 (2)か調 給②順源十ぎ額 られ① (1)＊ ② ①ガ
と精れの金等ー原公ら整ー与年次泉年れか一のる平給特ー控本限

ら 特別減税のあらまし
公 年

l ―-| 
に算まも等申 則的控時 に末控徴中なら源控給成与別人除 度え計合 ＊得が特 ＊ 
なはすとの告
り確がで受書 し金

靡と年除 vァ税
さ：額
対調除収にい特泉除与十所減に対人とる額計特特税で別平特

ま定‘特給←金て等れ
控
か
す整ごさ支部別徴 に年得税つ象 な場が額別別のき減成別

す申最別者を等
t-除らるに れ払分減収 対 二 にのぎ配 り合そで減減納る税十減

平に'---ヘ
°告終減に提の成対特給特税け

年お るわの税を す月対実 偶 まにのす税税税人の年税

出受＋す別与別額る
べれ金額さ る以す施 者 すは人゜額額者は適分の

に的税つ
よな額いし給年る税に減ヵ、平 所給は る

減 ぎる額をれ源後る方と °‘のたはで‘用所対

て者ニ
泉最も法九扶ー そ所だ‘ す乎を得象

つ特のて も額対税ら成 得与‘閂べ 徴初の 千養万 の得し次 ゜成受税と
て別控はいの月のをす額の十 税に以へき 収に 円親八 所税‘の 十けにな
受減除‘る扶一 精るを控年 額つ後控所 税支 族千得額そ金 年るつる
け税が支公養日 算税年除分 かい平除得 額払 円税をの額 分こい人
る額行払的親現二額末の らて成し税かわ 額超合の 所とて
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1 会員ニュース I 

トマト栽培で新会社設
ー有限会社肱川サントマトコーポー

立

平
成
九
年
十
一
月
に
、
肱
川
町
大
谷

に
町
内
で
二
番
目
の
ト
マ
ト
栽
培
・
販

売
を
基
幹
業
務
と
す
る
有
限
会
社
肱
川

サ
ン
ト
マ
ト
コ
ー
ポ
（
代
表
取
締
役

中
本
寿
男
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
は
、
町
が
建
設
し
た
ハ
ウ
ス

（
面
積
一

0
、

0
0
0面
）
を

借
り
受
け
、
年

間
三

0
0
ト
ソ

の
ト
マ
ト
（
桃

太
郎
エ
イ
ト
）

を
栽
培
す
る
計

画
を
立
て
現
在

始
動
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
種
捲

き
を
十
二
月
に

済
ま
さ
れ
、
現

在
は
野
球
の
ボ
ー

ル
程
度
に
育
っ

た
ト
マ
ト
も
、

三
月
五
日
頃
に

初
収
穫
が
見
込

ま
れ
る
と
の
こ

と
で
、
成
育
を

楽
し
み
に
待
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

ト
マ
ト
の
栽

培
は
ロ
ッ
ク
ー

ル
栽
培
と
言
わ

れ
る
や
り
方
で
、

石
綿
に
溶
液
を

染
み
込
ま
せ
栽

培
す
る
方
法
で

す
。
溶
液
管
理

は
全
て
コ
ソ
ピ
ュ

ー
タ
で
行
な
い
、

ハ
ウ
ス
内
の
室

温
(
+
七
度
設

定
）
維
持
は
、

大谷地区に完成したトマ トハウス全景

（
有
）
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
プ

フ
ォ
ー
レ
ス
ト

ク
リ
ー
ソ

A
重
油
と
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
併
用
で
実
施
さ
れ
、
現
在
注
目
を
集

め
て
い
る
環
境
問
題
に
も
大
変
や
さ
し

い
方
法
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
込
み
を

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
問
栽
培
計
画
は
九
カ
月
間
の
収
穫

期
間
を
見
込
み
、
路
地
物
と
の
競
合
を

避
け
、
品
薄
高
価
格
の
時
期
に
関
西
方

面
の
市
場
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
栽
培

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
ス
タ
ッ
フ
は
、
肱
川
町
内
の
方

十
六
名
で
、
職
場
の
少
な
い
町
内
で
仕

事
に
取
り
組
め
る
こ
と
の
喜
び
と
こ
れ

か
ら
へ
の
期
待
で
胸
を
脹
ら
ま
せ
て
頑

張
っ
て
お
ら
ま
す
。

施
設
の
落
成
式
も
二
月
十
六
日
に
実

施
さ
れ
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
、
サ
ン

ト
マ
ト
の
プ
ラ
ソ
ド
で
全
国
展
開
を
図

ら
れ
ま
す
。
今
後
の
ご
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

和

気

順

(23
オ）

昨
年
十
一
月
よ
り
商
工
会
青
年
部
に

入
部
さ
れ
た
細
面
の
ハ
ソ
サ
ム
ボ
ー
イ

和
気
順
く
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

去
年
の
春
に
大
学
を
卒
業
後
、
乗
馬

の
イ
ソ
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
免
許
を
取
得

さ
れ
、
現
在
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー

レ
ス
ト
の
後
継
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
朝
六
時
半
よ
り
冬
は
五
時
、

商
I
会
青
年
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

商
工
会
青
年
部
で
は
、
平
成
四
年

度
に
作
成
し
た
肱
川
町
・
河
辺
村
の

電
話
帳
を
改
訂
す
る
こ
と
に
な
り
、

事
業
所
及
び
行
政
等
に
広
告
掲
載
の

依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、
暖
か
い
ご
理

解
を
い
た
だ
ぎ
新
し
い
電
話
帳
を
完

成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
電
話
帳
は
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
等
、
毎
年
変
化
す
る
情
報

を
よ
り
正
確
に
、
ま
た
分
か
り
易
く

す
る
た
め
に
四
年
に
一
度
を
め
ど
に

改
訂
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
も
、
ス
ポ
ソ
サ
ー
の
方
が
た

の
ご
理
解
の
も
と
、
一
世
帯
に
一
冊
、

あ
る
い
は
電
話
番
号
一
本
に
一
冊
を

無
料
で
配
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ。t
 

夏
は
六
時
ま
で
働
き
、
自
宅
に
帰
っ
て

パ
ソ
コ
ソ

と
向
か
い
合
う
毎
日
だ
そ
う

で
す
。こ
の
多
忙
な
二
十
三
オ
、
「
趣
味
は
」

の
問
い
に
『
ド
ラ
イ
ブ
、
カ
ラ
オ
ケ
、

映
画
鑑
賞
（
映
画
館
で
）
で
す
』
と
ご
く

一
般
的
と
い
え
ば
一
般
的
・・
・
…
。
実

は
趣
味
と
は
別
に
彼
自
身
を
も
っ
と

夢
中
に
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
の
で
す
。

（
こ
こ
で
は
も
の
で
は
な
く
人
と
い

う
の
が
適
確
で
し
ょ
う
）
そ
れ
は
学

生
時
代
に
馬
術
部
で
知
り
合
っ
た
倫

英
（
り
え
）
さ
ん
で
す
。
入
籍
も
済
ま

せ
、
来
月
に
は
披
露
宴
を
挙
げ
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
明
る
く
、
楽
し
く
、

に
ぎ
や
か
に
を
モ
ッ
ト
ー
に
家
庭
を

築
き
た
い
と
か
：
・
・
:
0

当
面
の
目
標
は
、
外
乗
コ
ー
ス
を
は

じ
め
施
設
の
充
実
と
、
馬
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
は
か
り
た
い
．．．．．． 

と
輝
く
ま
な
ざ

し
の
奥
に
真
摯
な
人
柄
が
う
か
が
え
る
。

今
ま
さ
に
順
風
満
帆
”
潮
も
か
な
い

ぬ

い

ま

は

こ

ぎ

い

で

な

“

今

後

の

ご
活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
。

な
お
、
完
成
予
定
日
が
延
び
、
広

告
を
い
た
だ
い
た
各
事
業
所
等
の
皆

様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
無
料
配
付
冊
数

一
世
帯
に
一
冊

電
話
番
号
一
本
に
一
冊

（
親
子
電
話
は
有
料
で
す
。
）

＊
有
料
の
場
合

余
分
に
ほ
し
い
方
は
、
一
冊
五

0
0

円
で
お
売
り
い
た
し
ま
す
の
で
川

上
商
工
会
へ
お
越
し
下
さ
い
。

店

s

m
5

4
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外
で
の
仕
事
が
多
く
、
車
に
様
々
な

機
材
を
積
み
込
ん
で
あ
ち
こ
ち
出
向
い

て
い
る
の
で
、
店
に
い
る
こ
と
は
少
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
う
か
が
っ
た
日
は

ハ
ソ
ダ
ご
て
を
片
手
に
テ
レ
ビ
を
修
理

中
で
あ
っ
た
。

現
在
肱
川
町
消
防
団
の
団
長
さ
ん
で

あ
り
、
地
域
活
動
に
も
ま
す
ま
す
熱
心

に
と
り
く
ま
れ
て
い
る
。

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
て
み
え
る
の
は
、

自
分
に
自
信
が
あ
り
、
人
に
ま
ど
わ
さ

れ
な
い
し
っ
か
り
し
た
価
値
観
、
視
点

の
持
ち
主
だ
か
ら
と
見
受
け
ら
れ
る
。

ヒ
マ
な
時
は
自
慢
の
ギ
ブ
ソ
ソ
の
ギ

タ
ー
で
古
い
ロ
ッ
ク
の
フ
レ
ー
ズ
を
奏

で
る
と
い
う
な
か
な
か
シ
ブ
い
雰
囲
気

が
た
だ
よ
う
次
男
氏
は
、
何
に
で
も
詳

し
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
雑
談
の
な
か
か

ら
話
題
が
発
展
し
、
し
か
も
専
門
的
な

話
に
な
っ
て
い
ぎ
、
な
ん
で
こ
ん
な
話

を
し
て
い
る
の
か
不
思
議
に
思
う
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
る
ら
し
い
。
一
言
で
い

う
と
「
も
の
知
り
」
な
人
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
車
、
時
事
、
パ

ソ
コ
ソ
、
も
ち
ろ
ん
オ
ー
デ
ィ
オ
、
趣

味
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
精
通
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
本

あの店この人 I

「
趣
味
は
広
く
深
く
」

（

有

）

三

瀬

電

機

商

会

三

氏

人
い
わ
く
「
何
に
で
も
首
を
つ
っ

一

こ
ん
で
や
り
く
さ
し
、
た
だ
あ
き
っ

5

ぽ
い
だ
け
」
と

の
こ
と
だ
が
、
そ

こ
に
私
は
毎
日
を
楽
し
む
パ
ワ
ー

n

を
感
じ
て
し
ま
う
。

j
 

観
る
の
も
す
る
の
も
好
き
と
い

う
野
球
は
、
次
男
氏
が
言
い
出
し
っ

ペ
で
数
年
前
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
監
督

を
か
っ
て
で
た
。
チ
ー
ム
名
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
ス
。
自
身
の
好
き
な
プ
ロ
野
球
チ
ー

ム
、
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
似
せ
た
ユ

ニ
ホ
ー
ム
が
カ
ッ
こ
い
い
。
所
属
す
る

川
上
軟
式
野
球
連
盟
で
は
、
平
均
す
る

と
お
そ
ら
く
一
番
の
高
齢
チ
ー
ム
だ
が
、

「
体
力
的
に
は
そ
ろ
そ
ろ
し
ん
ど
く
な

り
つ
つ
も
、
ま
だ
ま
だ
若
い
も
の
に
は

負
け
る
か
1
.
」
と
内
心
思
っ
て
い
る
メ

ソ
バ
ー
を
そ
つ
な
く
集
め
、
成
績
は
決

し
て
悪
く
な
い
。
さ
す
が
で
あ
る
。
試

合
後
、
そ
の
な
か
ま
と
ワ
イ
ワ
イ
や
る

の
も
貴
重
で
楽
し
い
時
間
だ
と
い
う
。

今
は
日
用
大
工
に
も
凝
っ
て
い
て
、

車
の
荷
台
に
効
率
よ
く
機
材
を
積
め
る

よ
う
に
棚
を
こ
し
ら
え
た
り
、
店
内
の

陳
列
台
も
自
作
の
も
の
と
の
こ
と
。
今

年
暖
冬
に
も
か
か
わ
ら
ず
フ
ァ
ソ
ヒ
ー

タ
ー
の
売
れ
行
ぎ
が
よ
か
っ
た
の
は
、

こ
の
陳
列
台
が
い
い
か
ら
だ
と
自
負
し

て
お
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
ほ
か
に
今
も
っ

と
ハ
マ
っ
て
る
こ
と
が
あ
る
と
い
い
な

が
ら
そ
れ
は
ヒ
ミ
ッ
だ
と
い
っ
て
教
え

て
は
い
た
だ
け
な
か
っ
た
。
少
し
オ
チ
ャ

メ
な
人
で
も
あ
る
。
四
十
八
歳
。

瀬

次

男

医

学

博

士

岡

部

る 《

Q
》
「
糖
尿
病
と
日
本
酒
は
直
接
の

関
係
は
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
？

《

A
》
●
糖
尿
病
と
い
う
病
気
は
、
血

液
中
の
糖
分
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る

働
ぎ
を
す
る
イ
ソ
ス
リ
ソ
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
お
不
足
す
る
た
め
に
、
摂
取
し
た

糖
分
が
有
効
に
利
用
さ
れ
ず
に
血
液
中

に
増
え
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
遺
伝
の

ほ
か
に
、
食
べ
す
ぎ
や
運
動
不
足
に
よ

る
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
が
ぎ
っ
か
け
と
な
っ

て
発
病
し
、
放
置
す
る
と
恐
ろ
し
い
合

併
症
が
出
現
し
ま
す
。
日
本
で
は
最
近

患
者
数
が
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、
と

く
に
四
十
歳
以
上
の
人
は
一
割
程
度
見

つ
か
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ
で
、
糖
尿
病
に
は
日
本
酒
の

糖
分
が
よ
く
な
い
と
か
、
日
本
酒
は
カ

ロ
リ
ー
が
高
い
か
ら
、
な
ど
と
い
う
人

が
い
ま
す
が
、
日
本
酒
と
糖
尿
病
に
は

直
接
的
な
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル

コ
ー
ル
は
1

g
に
つ
き
7
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

あ
り
、
こ
れ
は
ど
ん
な
お
酒
で
も
同
じ

で
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は
飲
ん
だ
お
酒
に

含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
に
比
例
し

ま
す
。
糖
尿
病
の
予
防
に
は
、
な
に
よ

り
も
、
一
日
に
取
る
食
べ
物
そ
の
他
の

摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
抑
制
と
適
度
な
運
動

が
必
要
で
す
。
そ
れ
ら
に
注
意
し
、
お

い
し
い
お
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

正
氏
の
研
究
に
よ

厨'

二
月
七
日
午
前
十
一
時
、

腹
に
響
く
よ
う
な
善
光
寺

の
鐘
の
音
を
合
図
に
、
第

十
八
回
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ

ク
長
野
大
会
が
始
ま
っ
た
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ

て
平
和
を
訴
え
る
今
世
紀

最
後
の
長
野
五
輪
の
開
会

式
は
、
諏
訪
神
社
の
木
遣
り
、
競
技
場

を
清
め
る
建
御
柱
（
た
て
お
ん
ば
し
ら
）
、

幕
内
力
士
と
横
網
曙
関
の
土
俵
入
り
、

奇
妙
で
、
し
か
も
純
朴
な
藁
細
工
の
道

祖
神
の
登
場
と
続
ぎ
、
日
本
の
伝
統
文

化
を
強
く
印
象
付
け
た
。

可
愛
い
雪
ん
こ
百
五
十
人
は
、
雪
み

の
を
脱
ぎ
捨
て
る
と
、
参
加
各
国
の
国

旗
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
衣
装
に
変
身
、
は

つ
ら
っ
と
テ
ー
マ
ソ
ソ
グ
を
歌
い
、
踊
っ

て
全
世
界
に
平
和
を
訴
え
た
。

冬
季
五
輪
最
大
、
七
十
二
の
国
と
地

域
の
選
手
二
千
三
百
余
人
は
、
日
本
の

童
謡
の
旋
律
に
の
っ
て
、
し
か
も
力
士

- ----

春亙秋忍
．・-

日本酒 ビール ウィスキー ワイン
種類

1 ムに 大瓶 シングル 1 杯

量 (mQ) 180 633 30 120 

ア）口腹量
23 22 10 12 (g) 

糖 質
7 20 

゜
20.4 

(g) 

タンパク質
0.9 3.2 

゜
0.4 

(g) 

総カロリー
193 247 67 92 

(kcal) 

お
酒
の
カ
ロ
リ
ー
一
覧
表

と
子
供
た
ち
に
先
導
さ
れ
て
入
場
し
て

来
た
。
ど
の
顔
も
に
こ
や
か
で
、
晴
れ

晴
れ
し
て
い
る
。

挨
拶
に
立
っ
た
組
織
委
員
長
の
斎
藤

英
四
郎
氏
は
、
今
大
会
の
ス
ロ

ー
ガ

ソ

子
供
の
参
加

自
然
と
の
共
存

平
和
友
好
の
祭
典
の
実
現

を
述
べ
、
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

世
界
中
を
駆
け
抜
け
て
、
対
人
地
雷

廃
絶
を
訴
え
て
い
る
義
足
の
ラ
ソ
ナ
ー
、

ク
リ
ス
・
ム
ー
ソ
さ
ん
ら
か
ら
リ
レ

ー

さ
れ
た
聖
火
は
、
「
能
」
衣
装
の
伊
藤

み
ど
り
さ
ん
に
よ
っ
て
点
火
さ
れ
、
笥

火
と
な
っ
て
燃
え
さ
か
っ
た
。

小
沢
征
爾
指
揮
に
よ
る
、
会
場
と
五

大
陸
を
結
ぶ
衛
星
生
放
送
、
ベ

ー
ト
ー

ベ
ン
第
九
、
歓
喜
の
歌
の
大
合
唱
は
、

三
十
億
と
も
い
わ
れ
る
テ
レ
ビ
視
聴
者

に
う
ね
り
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
。
ま
さ

に
地
球
規
模
の
平
和
の
歌
声
で
あ
っ
た
。

二
十
世
紀
は
戦
争
の
時
代
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
は
子
供
た
ち
の
受
難
の
時
代

だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、

サ
マ
ラ
ソ
チ

I
O
C
会
長
の
訴
え
る

「
二
十
一
世
紀
こ
そ
世
界
の
平
和
を
」

の
夢
を
子
供
た
ち
に
託
し
た
い
。

オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
を
見
て
い
る
と
、
こ

の
よ
う
な
願
い
が
叶
え
ら
れ
そ
う
な
気

が
し
て
く
る
。

日
本
の
子
供
た
ち
よ
、
我
が
国
の
伝

す
く
す
く
とふ

統
と
文
化
を
守
り
つ
つ
、

育
っ
て
ほ
し
い
。

0
0
0
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笹

木

明

徳

父
が
朝
鮮
総
督
府
に
勤
務
し
て
い
た
丸
（
日
の
丸
の
旗
を
象
徴
）
の
付
い
た
、

関
係
で
、
私
は
朝
鮮
の
京
城
（
現
在
韓
入
隊
通
知
書
を
受
取
っ
た
時
の
喜
び
は

国
の
首
都
ソ
ウ
ル
）
で
生
ま
れ
育
ち
ま
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
昭
和
十
九

し
た
。
肱
川
町
で
は
一
部
の
方
か
ら
沖
年
六
月
一
日
海
軍
甲
種
飛
行
予
科
練
習

縄
人
と
か
、
台
湾
人
か
、
な
ど
取
沙
汰
生
（
第
十
四
期
）
と
し
て
松
山
海
軍
航
空

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
ご
説
明
し
ま
隊
に
入
隊
し
、
三
ヶ
月
の
基
礎
訓
練
の

す

。

後

宇

和

島

海

軍

航

空

隊

に

転

隊

し

予

科

本
籍
は
熊
本
県
の
新
鍛
冶
屋
町
と
い
の
課
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
間
十

う
熊
本
市
内
で
、
以
前
は
笹
木
家
の
菩
二
月
に
旧
制
中
学
（
第
二
十
一
回
生
）
を

提

寺

（

宗

旨

は

真

宗

）

も

あ

在

校

生

一

同

繰

上

げ

卒

業

ふ

ず

（

お

寺

の

番

人

）

が

ヤ

、

J

し
ま
し
た
。
し
か
し
「
予

い

る

武

家

で

代

々

の

霊

が

回

こ

”

て

ャ

・

科

練

入

隊

者

は

卒

業

出

来

祭
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す

0
0
4

な
い
」
と
い
わ
れ
私
の
父

し

か

し

遠

隔

地

の

た

め

大

如

≫
i
i
-

は
憤
然
と
し
て
学
務
局
長

変

不

便

を

惑

じ

て

お

り

ま

つ

に

面

会

し

、

交

渉

の

末

卒

し

た

が

、

母

の

在

世

中

は

業

を

獲

得

し

た

そ

う

で

す

。そ
ろ
そ
ろ
軍
刀
が
欲
し

＼
．
〗
り
'
/

~

〗
ロ
ロ
：
e
-`□[
い
：
〗
い
這

画

整

理

の

た

め

町

名

変

更

た

が

、

姉

が

守

刀

す

る

と

の

通

知

が

あ

り

、

ど

う

せ

い

う

の

で

仕

方

な

く

軍

刀

変
更
を
す
る
の
な
ら
こ
れ
を
機
会
に
本
を
送
れ
と
頼
ん
だ
が
、
時
す
で
に
遅
く

籍
を
松
山
市
（
松
山
市
士
居
田
町
の
自
輸
送
が
出
来
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

宅
）
に
変
更
し
よ
う
と
思
い
、
退
官
後
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宇
佐
海
軍
航
空
隊

の
昭
和
六
十
年
に
松
山
市
に
お
墓
を
建
な
ど
の
特
攻
基
地
を
転
々
と
し
た
が
、

立
し
、
熊
本
か
ら
お
墓
の
一
部
も
移
転
空
襲
が
激
し
く
滑
走
路
の
穴
埋
め
も
出

し

ま

し

た

。

来

兼

ね

る

状

態

と

な

り

、

最

後

に

松

根

昭
和
十
六
年
十
二
月
に
太
平
洋
戦
争
油
抽
出
の
作
業
で
鹿
野
川
に
滞
在
中
、

が
勃
発
し
次
第
に
戦
況
は
熾
烈
を
極
め
、
終
戦
と
な
り
ま
し
た
。
鹿
野
川
よ
り
送
っ

止
む
に
止
ま
れ
ず
学
業
な
か
ば
の
旧
制
た
三
通
の
手
紙
の
う
ち
、
幸
い
に
も
た
っ

中
学
五
年
在
学
中
に
、
海
軍
甲
種
飛
行
た
一
通
が
朝
鮮
に
届
き
そ
の
住
所
を
頼

予
科
練
習
生
（
通
常
予
科
練
）
を
志
願
し
り
に
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
に
母
が
訪

ま
し
た
。
ハ
ガ
キ
の
中
央
に
大
き
な
赤
ね
て
来
ま
し
た
。
当
時
母
を
日
本
へ
送

上
鹿
野
川

肱
川
町
は
第

の
故
郷

，
 

(72
歳

り
出
し
た
姉
は
以
後
消
息
不
明
で
現
在

で
も
生
ぎ
別
れ
の
ま
ま
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。ま
た
終
戦
時
の
我
わ
れ
の
宿
舎
は
冨

永
食
堂
（
冨
永
ハ
ツ
ヱ
さ
ん
経
営
、
但

し
戦
中
の
た
め
休
業
中
）
で
し
た
。
熊

本
は
市
内
で
食
糧
事
情
も
悪
く
厄
介
者

扱
い
に
さ
れ
る
の
も
嫌
い
だ
し
、
だ
と

い
っ
て
朝
鮮
に
も
帰
れ
ず
に
お
り
ま
し

た
が
、
富
永
ハ
ツ
ヱ
さ
ん
一
家
に
家
族

の
よ
う
に
分
け
へ
だ
て
な
く
可
愛
が
っ

て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
お
言
葉
に
甘
え

て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
肱
川

町
の
皆
様
方
の
有
形
無
形
の
親
切
に
さ

さ
え
ら
れ
戦
前
に
は
考
え
も
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
鹿
野
川
は
第
二
の
故
郷
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
た
に

ご
迷
惑
を
掛
け
お
世
話
に
な
っ
た
お
蔭

で
今
日
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
微
力
な
が
ら

ご
恩
返
し
を
と
、
現
在
は
民
生
児
童
委

員
協
議
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
で
福
祉

関
係
、
交
通
安
全
協
会
で
は
交
通
事
故

の
防
止
、
青
少
年
指
導
員
や
観
光
協
会

そ
の
他
多
く
の
分
野
で
頑
張
っ
て
お
り

肱
川
町
の
皆
様
方
の
お
役
に
た
つ
よ
う

心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

母
が
帰
国
の
苦
労
話
や
お
世
話
に
な
っ

た
方
が
た
な
ど
の
昔
話
、
私
の
現
役
時

代
の
職
業
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
ま
だ
ま

だ
書
き
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

紙
面
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
後
日
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
し
て
、
う
す
れ
た
記
憶
た
ど
り
な

が
ら
綴
り
ま
し
た
が
こ
れ
で
筆
を
置
き

ま
す
。

「
三
十
」
の
決
意

肱
川
に
帰
っ
て
三
年
が

過
ぎ
た
。
私
も
今
年
で
、

三
十
の
大
台
に
の
っ
て

し

ま
う
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら

先
、
自
分
の
人
生
を
悔
い

な
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、

自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し

て
み
る
こ
と
に
し
た
。

私
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
肱

川
に
帰
っ
て
く
る
ま
で
の
八
年
間
、

松
山
で
理
容
の
修
業
を
し
て
い
た
。

そ
の
頃
の
自
分
は
、
「
一
人
前
の
技

術
者
に
な
る
」
と
い
う
目
標
に
向
か
っ

て
、
そ
れ
な
り
に
が
ん
ば
っ
て
ぎ
た

よ
う
に
思
う
。
私
は
、
手
先
が
器
用

で
は
な
い
。
器
用
な
人
は
、
教
わ
っ

た
技
術
を
何
回
か
の
レ
ッ
ス
ソ
で
、

下
手
な
り
に
あ
る
程
度
マ
ス
タ
ー
し

て
し
ま
う
。
私
の
よ
う
に
不
器
用
な

者
は
、
そ
の
何
十
倍
も
の
レ
ッ
ス
ソ

を
し
な
い
と
、
同
じ
レ
ベ
ル
に
達
し

な
い
。
競
技
大
会
な
ど
で
優
勝
す
る

た
め
に
は
、
器
用
な
人
達
よ
り
も
多

く
の
レ
ッ
ス
ソ
、
努
力
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
同
じ
事
を
し
て
い
て
は
、

ぜ
っ
た
い
に
勝
て
な
い
。
競
技
大
会

前
は
毎
日
、
夜
十
一
時
、
十

二
時
位

ま
で
レ
ッ
ス
ソ
を
し
て
い
た
も
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
思
え
て
い
た
の
だ
。
い
つ
も
目
標

を
持
ち
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て

脅 年 音fJ翡昔是¢
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い
た
気
が
す
る
。
今
何
も
目
標
を
持

た
ず
の
ん
び
り
と
生
活
し
て
い
る
自

分
が
、
と
て
も
寂
し
い
。

松
山
で
独
立
し
、
自
分
の
店
を
出

し
て
い
る
友
達
と
、
た
ま
に
話
を
す

る
事
が
あ
る
。
い
つ
も
、
「
大
変
だ
、

大
変
だ
。
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
自

分
の
店
を
繁
盛
さ
せ
、
守
っ
て
い
く

た
め
に
、
必
死
に
が
ん
ば
っ
て
い
る

友
達
を
見
て
い
る
と
、
充
実
感
に
満

ち
あ
ふ
れ
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い

思
い
が
す
る
。

で
も
、
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
ば
か

り
で
は
い
ら
れ
な
い
。
肱
川
で
生
活

し
て
い
く
と
決
め
た
か
ら
に
は
、
こ

の
店
で
、
自
分
な
り
の
目
標
を
持
ち
、

友
達
に
負
け
な
い
位
の
充
実
し
た
日
々

に
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
を
三
十
才

に
な
る
私
の
決
意
に
し
た
い
と
思
う
。

―
―
―
十
オ
か
ら
の
人
生
を
悔
い
な
く

生
き
て
い
く
た
め
に
、
精
一
杯
の
努

力
を
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

金

野

昭
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匂
し

講演される小山田先生

第
五
十
固
成
人
式
の
記
念
講
演
は

越
智
郡
玉
川
町
に
あ
る
四
国
霊
場
第

五
十
八
番
仙
遊
寺
住
職
小
山
田
憲
正

先
生
を
迎
え
、
「
わ
れ
は
輝
」
と
題

し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
そ
の
講
演
要
旨
を
紹
介
し
ま

す。

選
挙
権
を
行
使
す
る

い
ま
流
行
の
茶
髪
青
年
二
人
に
席

を
譲
ら
れ
る
経
験
を
し
、
ま
さ
か
自

分
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
偏
見
が
と
れ
た

よ
う
な
気
が
し
た
。
若
い
世
代
の
人

に
は
大
体
い
つ
の
世
代
に
お
い
て
も
、

「
今
の
若
い
者
は
」
と
必
ず
言
わ
れ

る
。
私
達
の
頃
も
、
「
三
無
主
義
」

と
言
わ
れ
た
。
無
感
動
、
無
責
任
、

無
気
力
の
三
つ
で
あ
る
。
丁
度
七
十

年
の
安
保
の
頃
、
私
は
学
生
運
動
を

し
て
い
た
。
今
は
平
和
で
学
生
が
お

と
な
し
す
ぎ
る
。
二
十
歳
の
頃
私
は

二
年
間
浪
人
し
て
お
り
、
こ
こ
に
上

る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
経
歴
の
持

ち
主
だ
。

選
挙
権
を
も
ら
っ
た
が
、
最
近
は

若
者
が
政
治
に
対
し
て
、
ク
ー
ル
と

い
う
か
、
冷
め
切
っ
て
い
る
。
自
分

の
選
挙
権
を
行
使
し
な
い
で
お
こ
う

と
い
う
気
持
ち
を
ど
こ
か
に
持
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
私
が
皆
さ
ん

の
頃
は
、
逆
に
勉
強
は
さ
ほ
ど
し
な

か
っ
た
が
、
政
治
だ
け
は
一
生
懸
命

走
り
回
っ
て
い
た
。
政
治
を
変
え
て

い
く
の
は
自
分
た
ち
だ
と
言
う
位
の

気
持
ち
を
持
っ
て
自
分
の
選
挙
権
を

行
使
し
て
ほ
し
い
。
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日
本
は
あ
ま
り
に
も
平
和
す
ぎ
る
。

平
和
と
か
安
全
と
か
、
も
う
当
た
り

前
の
気
持
ち
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

私
は
数
年
前
か
ら
ス
リ
ラ
ソ
カ
と
友

好
協
会
を
作
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は

独
立
運
動
が
起
ぎ
、
爆
弾
の
テ
ロ
が

あ
る
。
去
年
の
七
月
に
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
で
井
戸
掘
り
に
行
っ
た
。
夜
遅
く

ま
で
井
戸
を
掘
っ
て
い
る
と
、
移
動

す
る
の
に
警
察
官
が
護
衛
し
て
く
れ

た
。
ホ
テ
ル
に
着
い
た
ら
バ
ス
の
下

に
爆
弾
が
な
い
か
見
て
、
ゲ
ー
ト
に

は
金
属
探
知
器
で
調
べ
て
、
は
じ
め

て
入
れ
て
も
ら
え
る
警
戒
の
厳
し
い

国
だ
。非
常
に
つ
ら
か
っ
た
の
は
、
カ
ソ

ボ
ジ
ア
で
ポ
ル

・
ポ
ト
派
が
政
権
を

と
っ
た
と
ぎ
に
、
カ
ソ
ボ
ジ
ア
の
国

民
が
百
万
人
殺
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

お
寺
は
休
み
が
な
い
が
、
年
に
一
回

無
理
し
て
仏
石
巡
拝
に
東
南
ア
ジ
ア

に
行
っ
て
い
る
。
二
、
三
年
前
に
カ

ソ
ボ
ジ
ア
に
行
っ
た
と
ぎ
、
・
今
は
遺

物
の
捕
虜
収
容
所
に
行
っ
た
。
昔
は

フ
ラ
ソ
ス
の
校
舎
だ
っ
た
が
、
一
歩

中
に
入
る
と
人
間
の
血
と
汗
の
匂
い

が
し
た
。
教
室
を
二
畳
ば
か
り
に
区

切
り
床
に
は
鎖
を
打
ち
込
み
、
そ
の

て
つ
か

鎖
は
鉄
枷
に
な
っ
て
い
た
。
一
人

一

人
つ
な
が
れ
て
い
て
ア
ル
ミ
の
弁
当

箱
位
の
大
き
さ
の
箱
が
置
い
て
あ
り
、

そ
れ
が
ト
イ
レ
だ
っ
た
。
別
の
部
屋

に
行
く
と
拷
問
の
部
屋
だ
っ
た
。
外

の
鉄
棒
の
下
に
は
水
瓶
が
あ
り
そ
の

写
真
を
見
た
ら
、
鉄
棒
か
ら
逆
さ
つ

り
に
し
て
水
瓶
の
中
に
人
間
の
頭
を

つ
け
て
い
た
。
最
後
の
部
屋
は
山
と

私
は
高
野
山
の
大
学
に
入
っ
た
。

多
く
の
学
生
は
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の

高
野
山
で
学
び
、
自
分
の
力
を
試
し

て
み
た
い
と
思
う
が
、
寺
が
あ
る
の

で
田
舎
へ
帰
る
。
こ
れ
は
す
ご
い
こ

と
だ
。
み
な
さ
ん
も
同
じ
で
は
な
い

か
。
自
分
の
実
家
、
仕
事
を
守
っ
て

い
く
そ
う
い
っ
た
心
の
葛
藤
が
あ
る

と
思
う
。

ノ
ン
ポ
リ
で
は
い
け
な
い

な
っ
て
い
る
人
間
の
骨
だ
っ
た
。
壁

一
面
に
骨
で
カ
ソ
ボ
ジ
ア
の
地
図
が

作
っ
て
あ
り
、
悲
惨
な
場
所
を
見
て

し
ま
っ
た
。
収
容
所
を
管
理
し
て
い

た
の
は
丁
度
皆
さ
ん
と
同
じ
年
頃
の

二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
所
長
だ
っ
た
。

拷
問
を
下
し
た
の
は
高
校
生
、
中
学

生
の
子
供
た
ち
で
あ
る
。
何
の
恨
み

の
な
い
こ
の
人
た
ち
を
悪
い
人
だ
と

教
え
ら
れ
拷
問
を
加
え
な
が
ら
何
も

感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
こ
れ
は

教
育
で
あ
り
政
治
で
あ
る
。
日
本
の

平
和
憲
法
は
世
界
に
誇
れ
る
憲
法
で

あ
る
。
選
挙
権
を
行
使
で
ぎ
る
、
ま

ず
自
分
が
社
会
人
と
し
て
認
め
ら
れ

た
こ
と
、
そ
れ
を
じ
ぶ
ん
の
肝
に
銘

じ
て
ほ
し
い
。

日
本
は
明
治
以
降
西
洋
文
明
を
一

生
懸
命
勉
強
し
、
こ
れ
だ
け
の
繁
栄

を
築
い
て
ぎ
た
が
今
は
環
境
が
破
壊

さ
れ
、
次
の
世
代
に
残
し
て
い
く
地

球
の
活
力
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
の
生
活
水
準
を
世
界
中
の
人
が
到

達
し
た
ら
地
球
は
滅
び
て
し
ま
う
。

ど
れ
だ
自
分
た
ち
が
自
制
し
て
い
け

る
か
だ
。

自
分
は
孤
独
で
あ
る
。
ま
た
未
熟

で
あ
る
。
今
も
気
持
ち
は
変
わ
ら
な

い
。
自
分
は
社
会
で
、
ま
た
は
会
社

で
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
捨
て

た
と
、
今
度
は
組
織
に
入
っ
た
。
組

織
に
入
る
と
自
分
の
勢
い
の
い
い
と

尚
野
山
に
登
る

今
の
人
は
若
さ
が
な
い
と
言
わ
れ

る
が
、
い
つ
の
時
代
に
も
必
ず
言
わ

れ
る
こ
と
。
若
さ
と
は

一
体
何
か
。

自
分
を
賭
け
た
の
は
十
八
歳
で
頭
を

剃
り
、
学
生
運
動
の
闘
争
委
員
長
を

し
た
時
の
こ
と
だ
。
デ
モ
に
制
服
制

帽
で
行
っ
た
。
そ
の
と
ぎ
、
先
生
に

呼
ば
れ
、
お
ま
え
は
い
つ
ま
で
学
生

運
動
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
。
学
校
の

先
生
に
な
ら
な
い
か
と
言
っ
て
く
れ

た
。
私
の
実
家
は
寺
で
は
な
い
。
五

人
兄
弟
の
次
男
坊
で
父
を
早
く
亡
く

し
た
。
自
分
は
左
翼
だ
っ
た
が
右
翼
の
学

生
に
会
う
と
ど
ん
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
の
か
議
論
を
ふ
っ
か
け
た
。
一

番
嫌
い
だ
っ
た
の
は
、
ノ
ソ
ポ
リ
と

言
わ
れ
る
政
治
に
一
切
関
心
の
な
い

自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
そ
う
い

う
連
中
に
腹
が
立
っ
た
。
右
で
も
左

で
も
は
っ
き
り
自
分
の
信
念
を
持
っ

て
ほ
し
い
。
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る

と
自
分
の
中
に
嘘
が
見
つ
か
っ
て
く

る
。
み
ん
な
自
分
が
正
し
い
と
思
っ

て
る
う
ち
は
、
先
生
で
も
誰
で
も
議

論
で
う
ち
負
か
す
か
、
自
分
が
絶
対

譲
ら
な
い
。
み
な
さ
ん
も
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
親
に
対
し
て
反
抗
し
た
の
で

は
な
い
か
。
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い
じ
め
に
は
ひ
る
む
な

こ
ろ
が
ど
ん
ど
ん
認
め
ら
れ
て
い
く
。

行
動
力
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る

と
今
度
は
地
位
を
守
っ
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
が
出
て
く
る
し
、
計
算
が

は
た
ら
く
。
自
分
の
考
え
と
中
央
と

の
決
定
に
違
い
が
出
て
く
る
と
地
位

を
守
る
た
め
、
中
央
の
決
定
を
鵜
呑

み
に
し
て
し
ま
う
。
当
時
は
学
生
同

士
で
も
殴
り
合
い
、
殺
し
合
い
が
あ

り
、
自
殺
も
あ
っ
た
。
自
分
の
醜
さ

が
許
せ
な
く
一
切
学
生
運
動
か
ら
足

を
洗
っ
た
。

高
野
山
大
学
に
は
西
洋
哲
学
科
が

あ
り
、
哲
学
を
や
っ
て
い
た
ら
ど
う

に
か
自
分
の
生
き
方
が
見
え
て
来
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
い
う
思
い
が

あ
っ
て
高
野
山
に
登
っ
た
。
朝
晩
の

お
勤
め
が
あ
る
。
寮
生
大
会
の
と
き
、

先
生
に
憲
法
を
勉
強
さ
れ
た
の
か
、

信
教
の
自
由
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の

か
と
く
っ
て
か
か
っ
た
。
そ
ん
な
学

生
が
四
年
間
高
野
山
に
い
る
と
慣
ら

さ
れ
、
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
き
た
。

僧
侶
の
資
格
を
取
り
、
師
匠
が
す
ぐ

に
お
寺
を
紹
介
し
て
く
れ
る
と
思
っ

た
ら
あ
い
て
い
な
い
。
養
成
は
す
る

が
、
行
き
先
を
紹
介
し
て
く
れ
な
い
。

友
達
は
大
事
だ
が
、
も
っ
と
大
事

に
し
て
欲
し
い
の
は
自
分
で
あ
り
自

分
の
生
き
方
で
あ
る
。
や
や
も
す
る

と
群
か
ら
離
れ
る
と
い
う
こ
と
は
非

常
に
勇
気
が
い
る
。
い
じ
め
は
そ
う

い
う
と
こ
か
ら
出
て
く
る
。

高
校
で
生
徒
会
の
役
員
を
や
っ
て

い
た
と
き
、
番
長
が
い
た
。
子
分
も

出
身
は
寺
で
は
な
い
の
で
行
く
と

こ
ろ
が
な
い
。
一
年
間
は
専
修
学
院

で
行
場
に
行
っ
た
。
行
場
で
は
、
五

時
起
床
、
九
時
就
寝
、
そ
の
間
、
修

行
を
す
る
。
こ
の
行
場
で
自
分
自
身

何
か
や
ら
な
い
限
り
は
自
分
の
将
来

は
な
い
と
思
っ
て
苦
行
を
し
た
。
一

番
つ
ら
か
っ
た
の
は
無
言
の
行
だ
っ

た
。
友
達
と
話
す
と
会
話
の
中
か
ら

自
分
の
い
ろ
ん
な
不
満
な
り
が
昇
華

さ
れ
、
和
ら
い
で
く
る
。
苦
し
み
も

他
人
に
聞
い
て
も
ら
っ
た
だ
け
で
も

随
分
と
楽
に
な
る
。
一
言
も
し
ゃ
べ

ら
な
い
無
言
の
行
を
三
カ
月
間
や
っ

た
。
周
り
か
ら
、
こ
い
つ
は
わ
し
ら

を
馬
鹿
に
し
て
る
と
思
わ
れ
て
も
、

言
い
訳
も
で
き
な
い
。
こ
れ
が
一
番

ぎ
ょ
う
ば

行
場
で
修
行

い
る
、
腕
力
で
は
勝
て
な
い
番
長
に

決
闘
を
申
し
込
ま
れ
た
。
い
じ
め
は

昔
か
ら
あ
る
。
体
育
館
の
鍵
を
借
り

て
き
て
、
一
対
一
な
ら
や
る
ぞ
と
言
っ

て
鍵
を
置
い
た
ら
番
長
も
あ
ほ
ら
し

い
か
ら
と
、
と
り
や
め
た
。
人
間
、

腹
を
決
め
た
ら
、
そ
う
い
じ
め
ら
れ

る
も
の
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
と
き
、
は

じ
め
て
思
っ
た
。

教
育
委
員
会
も
学
校
の
先
生
も
、

げ
ん
こ
つ
を
食
ら
わ
す
位
の
鉄
拳
制

裁
が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
考
え
を

も
っ
て
い
る
。
私
は
実
際
食
ら
わ
せ

ら
れ
た
が
、
先
生
を
恨
ん
だ
こ
と
は

な
い
。
そ
の
と
き
は
く
そ
ー
と
思
う

が
、
や
っ
ぱ
り
後
で
は
、
先
生
が
そ

れ
だ
け
の
情
熱
を
も
っ
て
く
れ
た
、

あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
。

日
本
の
文
化
は
わ
び
さ
び
と
言
っ

た
が
、
も
っ
と
大
事
に
し
て
欲
し
い

文
化
が
あ
る
。
茶
道
、
剣
道
と
い
っ

た
道
の
文
化
で
あ
る
。
私
は
子
供
た

ち
に
空
手
を
教
え
て
い
る
関
係
で
保

護
司
を
し
て
い
る
。
少
年
院
刑
務
所

を
仮
出
所
し
た
人
が
社
会
に
順
応
し

て
い
く
よ
う
な
仕
事
で
あ
る
。
薬
、

暴
走
族
、
強
盗
、
ご
く
普
通
の
子
が

友
達
と
た
ま
た
ま
酒
を
飲
ん
だ
勢
い

で
、
そ
の
た
め
に
四
年
の
刑
。
も
う

町
に
住
め
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ

の
人
の
子
供
ま
で
言
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
自
制
心
、
そ
う
い
っ
た
道

を
持
っ
て
欲
し
い
。
結
婚
す
る
、
子

供
が
産
ま
れ
る
、
そ
う
す
る
と
自
分

が
一
人
じ
ゃ
な
い
、
自
分
が
も
し
何

か
や
っ
た
と
ぎ
は
、
家
内
に
も
迷
惑

が
か
か
る
、
子
供
に
も
迷
惑
が
か
か

る
、
自
制
心
が
だ
ん
だ
ん
と
働
く
。

自
分
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
が

若
い
と
き
に
は
特
に
多
い
と
思
う
。

一
生
懸
命
自
制
心
を
働
か
せ
て
ほ
し

、0し 自
制
心
を
働
か
す

つ
ら
か
っ
た
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、

自
分
は
一
年
の
う
ち
の
た
っ
た
一
回

し
か
な
い
、
大
事
な
行
を
汚
し
た
＜

な
い
、
自
分
の
心
の
中
に
苦
し
み
や

人
間
の
気
持
ち
が
入
る
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
口
に
出
し
た
く
な
い
、
そ

ん
な
思
い
が
あ
っ
た
。
誰
も
理
解
し

て
く
れ
ず
さ
び
し
か
っ
た
。
自
分
が

一
人
で
や
れ
る
孤
独
だ
か
ら
こ
そ
、

耐
え
ら
れ
、
で
ぎ
た
ん
だ
と
思
う
。

お
釈
迦
さ
ん
も
挫
折
し
た
の
で
は

な
い
か
。
身
近
な
所
で
は
お
大
師
さ

ん
、
十
八
歳
の
時
に
中
退
、
そ
れ
か

ら
十
年
間
四
国
を
修
業
し
て
ま
わ
っ

た
。
当
時
の
社
会
か
ら
見
た
ら
浪
人

だ
が
一
生
懸
命
、
道
を
求
め
て
い
る
。

十
年
後
に
無
名
な
お
大
師
さ
ん
が
世

に
出
た
。
完
全
に
自
分
の
実
力
、
自

分
自
身
を
発
揮
で
き
る
世
界
を
つ
か

ん
だ
。
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
選
ん
だ

ら
お
大
師
さ
ん
の
人
生
は
知
れ
た
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
生
ま
れ
は
善
通

寺
の
豪
族
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
社
会

の
地
位
で
し
か
な
い
。
挑
戦
す
る
こ

と
、
ま
ず
、
自
分
を
捨
て
て
み
る
こ

と
。
そ
れ
が
一
番
大
事
で
あ
る
。

皆
さ
ん
、
昨
日
と
今
日
と
は
全
然

変
わ
っ
て
な
い
が
、
一
月
十
五
日
の

今
日
、
自
分
の
中
に
節
目
を
作
っ
て

欲
し
い
。
人
間
は
怠
け
者
だ
。
だ
か

ら
こ
そ
、
一
っ
節
目
を
作
っ
て
欲
し

ぃ
。
「
今
日
か
ら
は
違
う
ん
だ
、
今

年
こ
そ
は
」
こ
う
い
う
言
葉
が
好
き

で
あ
る
。
私
も
四
十
八
だ
が
、
そ
れ

で
も
「
今
年
こ
そ
は
」
と
い
う
気
持

ち
が
あ
る
。
空
手
の
昇
段
試
験
を
受

け
よ
う
か
と
か
。

非
常
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
去
年

の
暮
れ
、
玉
川
町
の
町
お
こ
し
の
た

め
に
そ
ば
う
ち
を
し
て
み
た
い
な
と

思
い
道
具
を
探
し
に
行
っ
た
ら
、
九

十
四
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

一
人
で

店
番
を
し
て
い
て
、
英
会
話
の
本
を

開
い
て
い
た
。
生
涯
学
習
講
師
を
引

き
受
け
て
い
る
が
、
自
分
自
身
が
生

今
年
こ
そ
は
の
気
持
ち
で

わ
れ
は
輝

涯
学
習
、
一
生
か
か
っ
て
い
る
も
の

を
持
っ
て
い
る
の
か
お
恥
ず
か
し
い

次
第
。
二
十
歳
と
い
う
皆
さ
ん
の
体

力
は
上
り
坂
、
ど
う
か
、
体
力
、
気

カ
、
記
憶
力
す
べ
て
に
自
分
を
と
こ

と
ん
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

自
分
の
本
当
の
生
き
様
が
で
き
た
、

そ
ん
な
人
生
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
ど

う
か
今
日
と
い
う
日
を
ず
っ
と
生
涯

忘
れ
な
い
で
、
自
分
自
身
の
気
持
ち

さ
ら

を
新
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
ず
学
ぼ
う

と
す
る
の
に
は
、
完
全
に
馬
鹿
に
な

ら
な
ぎ
ゃ
な
ら
な
い
。
器
の
中
に
水

が
入
っ
て
い
る
と
そ
れ
以
上
、
入
ら

な
い
。
「
わ
れ
は
輝
」
こ
れ
は
お
釈
迦

さ
ん
の
言
葉
だ
っ
た
。
弟
子
た
ち
が

と
も
し
び

「
何
を
燈
火
に
す
べ
き
か
」
と
聞
い
た

ら
、
そ
の
と
き
の
言
葉
が

「
自
ら
を
燈
火
と
し
て
生
き
ろ
、
自

ひ

分
の
中
に
燈
を
燃
や
し
て
生
き
ろ
」

で
あ
っ
た
。
お
釈
迦
さ
ん
自
身
が
仏

に
な
っ
て
、
自
分
の
仏
像
を
拝
ん
で

く
れ
、
そ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
。

「
心
の
燈
を
燃
や
し
て
生
き
よ
」

そ
れ
で
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
は
二
十

歳
、
そ
れ
を
大
事
に
生
き
て
ほ
し
い
。

周
り
の
偉
い
人
も
皆
さ
ん
の
若
さ
を

う
ら
や
ま
し
が
っ
て
い
る
。
私
は
真
っ

先
に
思
っ
て
い
る
。
ど
う
か
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。
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鹿野川湖に来ている渡り鳥を観察する児童たち

毎
年
実
施
し
て
い
る
野
鳥
観
察
を

一
月
二
十
九
日
に
鹿
野
川
湖
で
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
、
中
野
小
（
四
年

生
十
六
人
）
と
岩
谷
小
（
全
校
児
童
三

人
）
と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。
肱

川
L
.
M
バ
ー
ド
の
方
か
ら
説
明
を

受
け
、
双
眼
鏡
で
野
鳥
を
観
察
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
風
が
や
や
あ
り

ま
し
た
が
、
晴
れ
た
空
の
下
で
、
元

気
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
シ
ド
リ
や
カ
モ
を
間
近
に
見
る
こ

と
が
で
き
、
子
ど
も
達
は
目
を
輝
か

せ
て
、
双
眼
鏡
を
の
ぞ
ぎ
込
ん
で
い

ま
し
た
。
普
段
は
見
過
ご
し
が
ち
な
、

自
然
に
改
め
て
触
れ
る
こ
と
の
で
き

る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
達
の

住
ん
で
い
る
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再

発
見
で
ぎ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

込

0
ヵ

仝
緑
の
少
年
隊
二
こ
こ
△
＿
〗
一
〗
一

恥
給
麟
＾
野
鳶
ハ
観
察
日
＾
記
‘

中
央
分
館
主
催
に
よ
る
町
肉
鎮
縄

神
楽
公
演
を
、
一
月
二
十

一
日
、
午

後
一
時
か
ら
、
中
野
小
屋
内
運
動
場

で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
参
観
日

と
な
っ
て
お
り
、
園
児
、
児
童
、
保

護
者
、
合
わ
せ
て
約
百
四
十
人
が
鑑

賞
し
ま
し
た
。
盆
の
舞
、
四
天
の
舞
、

しめ

鎮縄神楽を親子で鑑賞

中野小で公演

一
月
二
十
九
日
に
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ソ
グ
に
行
ぎ
ま
し
た
。
初
め
に
、

説
明
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
肱
川

に
来
た
鳥
は
、
ま
が
も
と
、
と
も
え

が
も
と
、
お
し
ど
り
な
ど
十
種
類
以

上
い
る
そ
う
で
す
。
鳥
達
は
、
北
海

道
や
シ
ベ
リ
ア
や
、
韓
国
な
ど
い
ろ

鬼
神
の
舞
、
大
蛇
退
治
の
舞
な
ど
が

あ
り
、
子
供
た
ち
は
太
鼓
の
音
や
、

衣
装
、
大
蛇
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

盆
の
舞
で
は
、
女
性
の
先
生
も
一
緒

に
盆
を
持
っ
て
舞
に
参
加
し
、
拍
手

喝
采
を
あ
び
ま
し
た
。

岩

谷

小

五

年

西

本

馨

鳥

の

観

察

だいばんと何やら問答

い
ろ
な
所
か
ら
来
て
、
私
は
す
ご
い

な
ー
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
次
に
、
鳥
を
見
ま
し
た
。
双

眼
鏡
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
使
っ
て
見
ま
し
た
。
お
し
ど

り
や
ま
が
も
も
い
て
と
て
も
き
れ
い

だ
っ
た
で
す
。
な
ん
か
近
く
で
見
え

る
よ
う
に
、
は
っ
ぎ
り
見
え
ま
し
た
。

だ
か
ら
ま
た
家
族
で
い
っ
し
ょ
に
行
っ

て
、
ゆ
っ
く
り
と
観
察
し
て
み
た
い

で
す
。

・

地

球

温

暖

化

防

止

京

都

会

~
議
が
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
の

~
は
私
た
ち
が
ク
リ
ー
ソ
な

地

~
球
で
快
適
な
生
活
を
し
た
い

と
い
う
願
い
か
ら
だ
ろ
う
。

~
二
酸
化
炭
素
に
起
因
す
る
エ

~
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
は
、
生
物

~
の
生
態
系
ば
か
り
か
暖
冬
の

亡
気
象
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

~
ゴ
ミ
の
焼
却
や
排
気
ガ
ス
か
ら
人

ア
体
に
有
害
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ソ
を
発
生

~
さ
せ
、
国
や
自
治
体
が
そ
の
対
応
を

亡
迫
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
国
民
一
人
ひ

｝
と
り
が
、

地
球
を
大
気
汚
染
か
ら
守

~
ら
ね
ば
の
根
強
い
意
識
を
も
つ
こ
と

~
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
家
庭
用
焼
却
炉

~
の
使
用
中
止
や
「
分
別
は
ゴ
ミ
減
量

~
の
基
本
で
あ
る
。
」
の
も
と
実
践
し

~
て
い
る
モ
デ
ル
地
区
が
あ
る
。
住
民

~
一
人
ひ
と
り
が
分
別
の
習
慣
を
身
に

i

つ
け
る
こ
と
も
、
資
源
の
有
効
利
用

i

の
点
か
ら
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

~
中
国
で
は
、
電
気
自
転
車
が
愛
用
さ

i

れ
て
い
る
。
各
メ
ー
カ
ー
と
も
地
球

~
に
や
さ
し
い
車
づ
く
り
に
着
手
し
実

~
用
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。
太
陽
電
池

~
や
天
然
ガ
ス
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

芦
囲
発
と
利
用
が
、
今
後
加
速
し
て
こ

~
よ
う。

~
次
に
日
本
人
の
マ
ナ
ー
の
低
さ
が

亡
栂
外
で
も
う
わ
さ
さ
れ
て
い
る
。
旅

竺
打
者
の
心
な
い
ふ
る
ま
い
に
よ
る
も

亡
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
釣
人
の
マ
ナ
ー

~
の
悪
さ
か
ら
地
元
の
漁
師
か
ら
苦
情

~
も
で
て
い
る
。
マ
ナ
ー
の
よ
さ
で
定

ア
評
の
あ
る
英
国
民
を
見
習
い
た
い
。

i

住
み
よ
い
地
域
環
境
に
協
力
し
よ
う
。
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●平成10年肱川町内の成人者は？

50人。(S52. 4. 2--------S 53. 4. 1生）

●肱川町の成人式には何人参加したの？

31人が参加した。

●成人者で町内に住んでいる人は何人？

10人です。

•その内で町内で働いている人は？
2人です。

•その内で青年団員は？
1人です。

青年団だより

s
 

～
 

てしこおを
／
諷A
 
u
 一

月
十
五
日
の
成
人
式
に
、
私
た
ち

青
年
団
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
黒
ひ

げ
危
機
一
髪

・
レ
ン
ダ
レ
ン
ダ
・
ポ
カ

ポ
ン
ゲ
ー
ム
で
新
成
人
の
方
と
盛
り
あ

が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
成
人
の
方
に
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
協
力
し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
：
・・
:
。
そ
の
中
で
も
、

広
報
肱
川
の
A
S
U
K
A
の
ペ
ー
ジ
を

読
ん
だ
事
の
あ
る
人
は
み
ん
な
「
お
も

し
ろ
い
」
と
答
え
て
も
ら
い
、
す
ご
く

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

な
の
に
：
．
。
青
年
団
に
入
ろ
う
と

思
い
ま
す
か
？
の
質
問
に
は
、
二
人
し

か
y
e
S
と
答
え
て
も
ら
え
ず
、
残
念

で
し
た
。
も
っ
と
A
S
U
K
A
で
青
年

団
活
動
の
楽
し
さ
を
、
み
ん
な
に
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
次
の
通
り
。

0皆さん青年団に入って下さい0

成人の B特集

（
 

女

12 1 

人人人人

Q
3

青
年
団
に
入
ろ
う
と
思
い
ま
す

か
男

Y
E
s

N
o
 

Y
E
s
 

N
o
 

女

13 2 

16 1 

Q 
男 7 女

何
歳
で
結
婚
し
た
い
で
す
か

2
0
5
2
5
歳

10

人

2
6
s
3
0
歳

7

人

2
0
S
2
5
歳

人

2
6
5
3
0
歳

人

子
供
は
何
人
欲
し
い
で
す
か

2
S
3
人

12

人

4
S
5
人

3

人

1

人

人

2
S
3
人

人

6
 
7
 

， 

黒ひげ危機一髪．”

Q 
男 6

未
練
い
っ
ぱ
い
で
お
ふ
と
ん
か
ら

出
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
つ
ら
い

季
節
で
す
ね
。

私
も
「
寒
い
」
と
い
う
言
葉
を
朝

か
ら
晩
ま
で
何
度
発
し
て
い
る
こ
と

や
ら
。で
も
そ
ん
な
寒
さ
に
負
け
ず
に
、

し
っ
か
り
食
べ
て
、
い
っ
ぱ
い
運
動

し
て
、
冬
を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

！
5
＿
編
集
あ
と
ば
な
し
八

q-

女

0 11 0 8
 

人人人人

Q
2

Q
1
で
Y
E
S
を
選
ん
だ
方
だ

け
お
答
え
下
さ
い
。

男
お
も
し
ろ
い

お
も
し
ろ
く
な
い

お
も
し
ろ
い

お
も
し
ろ
く
な
い

ポカポンゲーム．”
Q
1
0

肱
川
町
に
望
む
こ
と
が
あ
れ
ば

書
い
て
下
さ
い
。

・
人
口
を
増
や
そ
う
。

•
音
響
の
充
実
し
た
ホ
ー
ル
が
ほ
し

ヽ゚し
．
肱
川
か
る
た
を
再
生
し
て
ほ
し
い
。

•
も
っ
と
風
を
お
こ
し
て
ほ
し
い
。

7
 

女

女

Q
1

広
報
肱
川
の
A
S
U
K
A
の
ペ
ー

ジ
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

男

Y

E

S

8

人

N
0

人

Y
E
S

人

N
0

人

女

2 11 9 

Q 
男 5

彼
氏

o
r
彼
女
は
い
ま
す
か

Y

E

s

3

人

N

0

1

4

人

Y

E

s

6

人

N
o

人

3 10 7 10 

人人人人

女

解

答

者

男

17
人

女

13
人

Q 
男 4

夢
は
あ
り
ま
す
か

Y

E

S

1

1

人

N

0

6

人

Y

E

S

1

2

人

N
0

人

成
人
式
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
発
表

（
 

Q
8

五
年
先
、
あ
な
た
は
肱
川
町
に

住
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

男

Y

E

s

7

人

N

0

1

0

人

Y

E

s

3

人

N

0

1

0

人

Q
9

肱
川
町
長
を
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書

け
ま
す
か
。

男

Y
E
s

N
o
 

Y
E
s
 

N
o
 

女



植）。毯。領） ⑮し⑮営 饂廊忌 (20)

3
 
月 の 行 事 予 定 表

0

2
 

2

1

 

．
～
 
ーー

1

2

2

5

5

8

 

肱川町防災の日

防火パレード

民生委員会

行政相談

心配ごと相談

文化芸能発表会（風の博物館）

町議会定例会

16 

17 

20 

25 

29 

30 

農業委員会

肱川中学校卒業式

定例部落長会

町内各小学校卒業式（幼稚園）

しゃくなげまつり開幕式

税金等出張受入れ

3月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

小 J 11 医 院 44-2815 1 日 （ 内 子）

（日） ＝ 瀬 医 院 26- 0003 
（八 多 号＋ ） 

古 J 11 医 院 44-2407 8 日 （ 内 子）

（日） 城戸眼科医院 24-3008 
（末 広 町）

町 田 医 院 43-0211 15日 （ 内 子）

（日） 藤本外科医院 24-2310 
（ 中 町）

成 田 医 院 47- 0061 21日 （大 瀬）

（土） 村上内科医院 23-3500 
(::jI:: 只）

土井内科外科 44-5521 22日 （五 十 崎）

（日） 大野内科医院 24-6800 
（片 原 町）

藤 本 医 院 44-2561 29日 （五 十 崎）

（日） 村上外科医院 24-2262 
（片 原 町）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡して
からお出かけください。

救 急 病 院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立大沙Ii 病院

24-2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24- 5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）

3
月
1
0
旦
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
前
10
時
ー

▽

場

所

場

◎
元
気
印
教
室

程

日

所

一

時

間

▽

時

問

午
後
1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

相

談

日

大
洲
商
工
会
議
所

3
月

5
日
（
木
）

3
月

23
日
（
月
）

内

子

町

商

工

会

2
月

6
日
（
金
）

2
月

24
日
（
火
）

場

所

i
口
:
国

:
m

◎
心
配
ご
と
相
談

◎
社
会
保
険
一
日
（
出
張
）
相
談

中

居

谷

黒

田

善

子

さ

ん

(75
歳

大

和

東

シ

カ

さ

ん

(90
歳

・と
，令ー・・ー
―ー
・
・`
ー・・・
・―.. 9
-
．．
 
9
-
．．
 
ー・・§
玉マ

や

す

ら

象

に

ーム
9.9
.-.. 
9
.-．．
 
9
 ...
 
｀
 ．．
 
り9
．．
．
．
 
ヽ
・ー・・り
｀

◎
行
政
相
談

▽

日

時

3
月
5
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
3
0
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
-
―一四ーニ五
0
八

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

程

場

所

時

問

＿午後
1
時
？

1
時
3
0
分

3
月
25
旦
水
）
一保
建
七
ン
タ
ー

日
3
月
5
日（木）
一保
健
七
ン
タ
ー
一
午
前
9
時
30
分
？

◎
幼
児
教
室

程

日

場

所

一

時

間

3
月
4
旦
水
）
一保
健
セ
ン
タ
ー
一午後
1
時
30
分
？

◎
三
種
混
合
予
防
接
種

程

場

所

時

日

担
当
相
談
員

閏

町

保

桜

田

徳

香

3
月

5
日
（
木
）：
訓

間

1
/
1
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す
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i
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―
-9
響え言・―-テ
i-i-9m.. 冨
.9
ー、，．―
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，ふ

ひ

ろ

き

大
森
広
樹
ち
ゃ
ん
（
小
倉
）

相

三火
詠

日

日
。

C
I〗

3
月
3
日（火）一肱
川
町
公
民
館
一午前
9
時
30
分
！

日

程

場

所

一

時

間

◎
そ
よ
風
の
会

◎
う
き
う
き
ク
ラ
ブ

3
月
6
旦
金
）
＿
正
覚
集
会
所
一
午
後
2
時
？

◎
3
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

3
月
16
日
月
曜
日
か
ら

（
出
す
の
は

3
月

15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・

小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

3
月
10
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
．
鑑
札
・
予
防
注
射
済

票
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
健
康
相
談

程

日

場

所

一

時

間

3
月
2
7
旦
金
）
一
保
健
七
ン
タ
ー＿
午後
1
時
30
分
！

日

程

一

場

所

一
時

間

時

間

午
前
8
時
3
0
分

出

発

3
月
20
旦
金
）
＿
保
健
七
ン
タ
ー
一

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

程

場

日

所

3
月
12
旦
木
）
天
谷
公
民
館

/／ 

時

間

午
前
10
時
ー

3
月
11
旦
水
）
＿
中
津
集
会
所
一
午
後
2
時

日

程

場

所

◎
健

康
つ
く
り
料
理
教
室


